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　秋田のトップスポーツ選手と子どもたちが交流する
「Ｅｎｊｏy Ｓｐｏｒｔｓ ２０１１ ｉｎ きたあきた」が 11
月 20 日、合川体育館で開かれ、小学生約 40人がラグ
ビーやバドミントン、サッカーに挑戦しました。（写
真：秋田ノーザンブレッツの選手によるラグビー体験）



2広報きたあきた　２３．12．１

　
3
月
11
日
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
を
記
録
す
る
国
内
観
測

史
上
最
大
と
い
わ
れ
る
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
し
、
被
災
地
支
援
や
節
電
・
省

エ
ネ
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
今
年
も
師
走
と
な
り
あ
と
１
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
で
は
、
副
市
長
の
2
人
体
制
の
も
と
に
津
谷
市
長
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ

り
積
極
的
に
市
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
同
じ
東
北
か
ら
元
気
を
発
信
し
、
市
全
体
の
活
性
化

に
つ
な
げ
よ
う
と
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
2
月
に
「
あ
き
た
鹿
角
国
体
２
０
１
１
」
が
花
輪
ス
キ
ー
場
で
開
催

さ
れ
、
市
出
身
選
手
が
各
種
目
に
出
場
し
、
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　
4
月
に
市
内
の
４
高
校
が
統
合
し
「
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
」
が
開
校
。
同
校
は
生
徒
数

約
８
０
０
人
、
１
学
年
７
学
級
と
県
北
地
域
で
は
最
大
規
模
の
高
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
産
業
面
で
は
、
初
め
て
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
板
橋
区
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山

商
店
街
「
と
れ
た
て
村
」
へ
参
加
し
、
市
の
特
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
一
年
間
の
様
々
な
出
来
事
に
つ
い
て
、
広
報
掲
載
の
記
事
を
中
心
に
振
り
返
り
ま
す
。

　

２
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
た
第
66
回
国
民
体
育

大
会
冬
季
ス
キ
ー
競
技
「
あ
き
た
鹿
角
国
体
２
０
１
１
」
で
は
、
複

合
成
年
B
で
高
橋
大
斗
選
手
が
1
位
、
小
林
範
仁
選
手
が
2
位
、
複

合
成
年
A
で
湊
祐
介
選
手
2
位
、
複
合
少
年
で
加
賀
巧
哉
選
手
が
2

位
に
な
る
な
ど
参
加
し
た
北
秋
田
市
勢
が
大
活
し
ま
し
た
。

　
３
月
11
日
午
後
2
時
46
分
に
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
。

市
内
で
も
震
度
４
を
観
測
し
全
域
が
停
電
に
な
る
な
ど
被
害
状
況
の

把
握
や
断
水
な
ど
の
対
応
を
図
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
市
内
で
は
人

的
被
害
な
ど
震
災
に
よ
る
直
接
的
な
被
害
は
無
か
っ
た
も
の
の
被
災

地
の
1
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
被
災
地
を
支
援
す
る
た
め
緊
急
消

防
援
助
隊
や
職
員
を
現
地
に
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
か
ら
当

市
へ
避
難
さ
れ
た
方
々
へ
の
生
活
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市

民
か
ら
も
義
援
金
な
ど
温
か
い
善
意
の
心
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
広
大
な
面
積
の
中
に
住
居
が

点
在
す
る
当
市
に
お
い
て
、
有
事
の
際
の
安
否
確
認
を
は

じ
め
情
報
収
集
や
伝
達
方
法
、
そ
し
て
避
難
所
等
、
防
災

計
画
の
見
直
し
な
ど
日
本
一
安
全
で
安
心
な
北
秋
田
市
を

目
指
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
3
月
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
北
秋
田
市
総
合

計
画
」
の
後
期
基
本
計
画
（
平
成
23
年
度
か
ら
27
年
度
）

が
策
定
さ
れ
、「『
自
然
』『
人
』
が
調
和
し
活
気
と
ぬ
く
も
り

の
あ
る
交
流
都
市
」
の
将
来
像
を
め
ざ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
が
推
進
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
10
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
秋
田
県
議
会
議
員
一
般

選
挙
が
行
わ
れ
、
北
林
丈
正
氏
と
近
藤
健
一
郎
氏
が
当
選

し
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
10
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
北
秋

田
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
、
30
人
の
新

し
い
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
７
月
15
日
〜
17
日
、
板
橋
区
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
商

店
街
に
お
い
て
「
と
れ
た
て
村
」
参
加
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
北
秋
田
市
の
特
産
品
を
販
売
す
る

ほ
か
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
ふ
る
さ
と
の
情
報
が
発

信
さ
れ
ま
す
。

　
10
月
22
日
〜
23
日
、「
い
い
も
の
発
見　
笑
顔
で
発
信　
が

ん
ば
ろ
う
北
秋
田
！
」
を
テ
ー
マ
に
第
５
回
北
秋
田
産
業
祭

が
開
催
さ
れ
、
農
・
商
・
工
全
般
に
わ
た
る
展
示
品
の
観
覧

や
特
産
品
を
求
め
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
11
月
３
日
、
主
要
地
方
道
二
ツ
井
森
吉
線
高
長
橋
の
開
通

式
が
行
わ
れ
、
地
元
住
民
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と

渡
り
初
め
な
ど
で
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　

11
月
9
日
、
日
沿
道
を
活
か
し
た
秋
田
県
北
部
地
域
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
二
ツ
井

白
神
Ｉ
Ｃ
〜
あ
き
た
北
空
港
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）
間
の
ミ
ッ
シ
ン

グ
リ
ン
ク
解
消
、
日
沿
道
早
期
全
線
開
通
に
向
け
参
加
者

が
熱
意
を
高
め
ま
し
た
。

▲「とれたて村」参加調印式

▲
参
加
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
北
秋
田
市
を
Ｐ
Ｒ



１
日　
年
明
け
第
30
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

２
日　
大
太
鼓
叩
き
初
め 

４
日　
合
川
地
区
で
市
消
防
出
初
式

７
日　
台
湾
か
ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
利

用
し
た
観
光
客
が
北
秋
田
市
を
訪
れ
る

８
日　
北
秋
田
地
区
交
通
指
導
隊
・
防
犯

指
導
隊
観
閲
式

11 

日　
仙
北
谷
勝
雄
さ
ん
と
柳
谷
博
さ
ん

が
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
か
ら
表
彰 

13
日　
北
秋
田
市
新
春
交
流
会 

15
日　
大
太
鼓
の
館
前
で
「
雪
中
田
植
え
」

18
日　
北
秋
田
市
議
会
第
1
回
臨
時
会

30
日　
第
４
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会

１
日　
雪
中
稲
刈
り
／
厄
払
い
祈
願

３
日　
各
保
育
園
な
ど
で
節
分
行
事

４
日　
市
立
合
川
高
等
学
校
閉
校
式
／

「
珪
藻
土
の
新
た
な
活
用
に
よ
る
活
性
化
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

12
日　
第
66
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
ス

キ
ー
競
技
会
が
花
輪
ス
キ
ー
場
で
開
幕　

本
市
出
身
選
手 

が
大
活
躍
（
〜
15
日
）
／

第
16
回
も
ち
っ
こ
市
（
〜
13
日
）

15
日　
北
秋
田
市
議
会
第
2
回
臨
時
会

21
日 　
国
道
７
号
摩
当
山
ト
ン
ネ
ル
工
事

貫
通
式

24
日　
第
5
回
山
の
芋
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

26
日　
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
／
読
書
感

想
文
・
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　
1
日　
市
内
４
高
校
最
後
の
卒
業
式
（
〜

３
日
）
／
虻
川
広
見
副
市
長
就
任

３
日　
各
幼
稚
園
、
保
育
園
で
雛
ま
つ
り

４
日　
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
（
〜
17
日
）

６
日　
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ

10
日　
阿
仁
中
学
校
体
育
館
完
成

11
日　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生

13
日　
市
内
小
中
学
校
卒
業
式
（
〜
19
日
）

16
日　
北
秋
田
市
後
期
基
本
計
画
策
定
委

員
会

21
日　
小
阿
仁
川
流
域
で
春
彼
岸
の
伝
統

行
事
「
万
灯
火
」

31
日　
佐
藤
唯
直
副
市
長
退
任

１
日　
工
藤
信
夫
副
市
長
就
任

４
日　
市
民
病
院
療
養
病
棟
開
棟
式

５
日　
市
防
犯
指
導
隊
員
、
交
通
指
導
隊

員
委
嘱
状
交
付
式

６
日　
市
内
小
中
学
校
入
学
式
（
〜
７
日
）

10
日　
秋
田
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

15
日　
県
立
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
入
学
式

16
日　
第
49
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン

17
日　
春
の
ク
リ
ー
ア
ッ
プ
活
動
／
伊
勢

堂
岱
遺
跡
登
録
推
進
サ
ケ
放
流
事
業

18
日　
北
秋
田
市
交
流
と
支
援
の
つ
ど
い

28
日　
さ
く
ら
ウ
オ
ー
ク　

29
日　
北
秋
田
市
・
上
小
阿
仁
村
連
合
婦

人
会
婦
人
祭
／  

マ
タ
ギ
の
里
熊
牧
場
オ
ー

プ
ン

3

『広報きたあきた』でこの1年を振り返る（その１）

広報きたあきた　２３．12．１

▲決意を新たに　新春恒例の「消防出初式」（1/4）▲あきた鹿角国体2011で北秋田市勢が大活躍（2/14）

▲合川高等学校で最後の卒業式（3/21）▲今シーズンの陸上競技の開幕を告げる河田杯マラソン（4/16）



４

３
日　
森
吉
山
山
開
き

７
日　
市
内
小
中
学
校
運
動
会
（
〜
29
日
）

11
日　
市
営
鷹
巣
牧
場
放
牧
式

12
日　
合
川
南
小
・
交
通
安
全
推
進
隊
の
街

頭
活
動

21
日　
東
日
本
大
震
災
「
鎮
魂
・
復
興
」
祈

り
の
集
い

22
日　
第
36
回
誕
生
の
森
記
念
植
樹

25
日　
鷹
巣
中
央
小
で
「
走
食
系
チ
ル
ド
レ

ン
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業

26
日　
合
川
南
小
学
校
慰
霊
祭

28
日　
合
川
駅
春
ま
つ
り

29
日　
北
秋
田
市
水
防
訓
練

１
日　
奥
森
吉 

太
平
湖
・
湖
水
開
き
／
竜
ヶ

森
山
開
き
／
市
営
高
津
森
牧
場
入
牧
式

３
日　
「
北
秋
田
の
ブ
ナ
林
を
歩
く
」
ツ

ア
ー
（
〜
4
日
）
／
マ
タ
ギ
ウ
オ
ー
ク

4
日　

２
０
１
１
夏
・
秋
阿
仁
ゴ
ン
ド
ラ
運

行
開
始　

５
日　
森
吉
山
阿
仁
側
コ
ー
ス
山
開
き
／
第

27
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
祭
り

16
日　
北
秋
田
市
交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車

大
会

17
日　
北
秋
田
市
議
会
6
月
定
例
会
（
〜
27
日
）

18
日　
柴
田
豊
吉
さ
ん
（
本
城
）
が
消
防
功

労
で
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
／
大
綱
引
き
大

会
２
０
１
１

25
日　
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
学
校
祭
（
〜
26
日
）

９
日　
第
20
回
米
代
川
花
火
大
会
／
２
０
１

１
あ
き
た
水
と
緑
の
森
林
祭
／
第
４
回
東
北

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
大
会
（
〜
10
日
）

10
日　
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

14
日　
綴
子
神
社
例
大
祭
（
〜
15
日
）
／

第
61
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

15
日　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
と
れ
た
て

村
」
参
加
契
約
調
印
式
・
記
念
イ
ベ
ン

ト
（
〜
17
日
）

17
日　
第
19
回
合
川
あ
じ
さ
い
ま
つ
り

24
日　
大
館
北
秋
田
消
防
訓
練
大
会

27
日　
北
秋
田
市
議
会
第
3
回
臨
時
会

30
日　
森
吉
山
ダ
ム
四
季
美
湖
誕
生
祭

１
日　
夏
の
交
通
安
全
運
動 

 

７
日　
第
25
回
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り

14
日　
根
子
番
楽
／
第
40
回
合
川
ま
と
び

／
第
31
回
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

15
日　
北
秋
田
市
成
人
式

16
日　
第
49
回
阿
仁
の
花
火
大
会
と
灯
籠
流
し

17
日　
市
長
が
台
湾
な
ど
で
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
（
〜
19
日
）

20
日　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録

実
現
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
日　
第
６
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会

23
日　
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼

25
日　
移
動
行
政
懇
話
会
（
〜
30
日
）

28
日　
第
３
回
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
カ
ー

フ
ェ
ス
タ

『広報きたあきた』でこの1年を振り返る（その２）

２
日　
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
開
校
式

４
日　
第
１
回
北
秋
田
市
縄
文
水
泳
競
技
大
会

６
日　

 

北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
（
〜
16
日
）

７
日　
北
秋
田
市
敬
老
式
（
〜
17
日
）

10
日　
第
11
回
縄
文
ま
つ
り
／
鷹
巣
駅
前
通

り
シ
ャ
ッ
タ
ー
ペ
イ
ン
ト
事
業
除
幕
式

11
日　
第
９
回
北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ

り
／
大
館
能
代
空
港
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
１
／
第
７
回
北
秋
田
市
発
明
工
夫
展

21
日　
秋
の
交
通
安
全
運
動

25
日　
第
21
回
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ

ラ
ソ
ン
／
親
子
で
伝
統
川
漁
体
験

１
日　
北
秋
田
市
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
１

３
日　
鷹
巣
中
学
校
駅
伝
チ
ー
ム
、
全
県
中

学
校
駅
伝
大
会
で
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を

報
告

6
日　
北
秋
田
地
域
秋
季
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

8
日　
阿
仁
の
ぅ
め
〜
も
ん
祭
り
（
〜
９
日
）

９
日　
第
25
回
も
り
よ
し
合
唱
祭
／
東
京
あ

に
会
創
立
25
周
年
記
念
合
同
ふ
る
さ
と
会

16
日　
第
２
回
北
秋
田
市
民
運
動
会

22
日　
平
成
23
年
北
秋
田
市
文
化
祭
（
〜
24
日
）

／
第
５
回
北
秋
田
市
産
業
祭
（
〜
23
日
）

23
日　
鷹
巣
西
小
学
校
40
周
年
記
念
式
典

26
日　
北
秋
田
市
議
会
第
4
回
臨
時
会

28
日　
鈴
木
祐
貴
さ
ん
（
鷹
巣
中
２
年
）
と

中
田
紫
乃
さ
ん
（
鷹
巣
南
中
２
年
）
が
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
全
日
本
中
学
生
選
抜
海

外
遠
征
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
、
日
韓
交

流
戦
へ
の
出
場
を
報
告

30
日　
森
吉
山
ダ
ム
四
季
美
湖
紅
葉
ま
つ

り
／
第
24
回
東
京
鷹
巣
会
総
会

３
日　
主
要
地
方
道
二
ツ
井
森
吉
線
高
長
橋

開
通
式
／
第
６
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
／
藤

原
興
道
さ
ん
（
坊
沢
）
が
更
正
保
護
功
労

で
瑞
宝
双
光
章
、
小
坂
勝
之
さ
ん
（
栄
）

が
郵
政
業
務
功
労
で
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

６
日　
秋
の
火
災
予
防
運
動
／
第
25
回
東

京
ふ
る
さ
と
森
吉
会
総
会

９
日　
日
沿
道
を
活
か
し
た
秋
田
県
北
部

地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

10
日　
韓
国
合
同
セ
ー
ル
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
〜
12
月
）

12
日　
第
４
回
ふ
る
さ
と
料
理
の
会
収
穫

祭
／
合
川
「
足
元
し
っ
か
り
」
の
地
域

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

23
日　
第
21
回
北
秋
田
鷹
巣
祇
園
太
鼓
審
査
会

28
日　
北
秋
田
市
議
会
第
５
回
臨
時
会

10
日　
阿
仁
ス
キ
ー
場
開
き

22
日　
薬
師
山
ス
キ
ー
場
開
き

     

23
日　

 

北
秋
田
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
〜
２
月
４
日
）

※
12
月
は
予
定
さ
れ
て
い
る
行
事
で
す
。

広報きたあきた　２３．12．１

▲今年１年の安全を祈願    　花の百名山「森吉山山開き」（5/3）▲地域の元気と笑顔を「ふるさと踊りと餅っこ祭り」（6/5）

▲アンテナショップ「とれたて村」参加イベント（7/15）▲がんばろう東北をテーマに「森吉山麓たなばた火まつり」(8/7）



５

３
日　
森
吉
山
山
開
き

７
日　
市
内
小
中
学
校
運
動
会
（
〜
29
日
）

11
日　
市
営
鷹
巣
牧
場
放
牧
式

12
日　
合
川
南
小
・
交
通
安
全
推
進
隊
の
街

頭
活
動

21
日　
東
日
本
大
震
災
「
鎮
魂
・
復
興
」
祈

り
の
集
い

22
日　
第
36
回
誕
生
の
森
記
念
植
樹

25
日　
鷹
巣
中
央
小
で
「
走
食
系
チ
ル
ド
レ

ン
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業

26
日　
合
川
南
小
学
校
慰
霊
祭

28
日　
合
川
駅
春
ま
つ
り

29
日　
北
秋
田
市
水
防
訓
練

１
日　
奥
森
吉 

太
平
湖
・
湖
水
開
き
／
竜
ヶ

森
山
開
き
／
市
営
高
津
森
牧
場
入
牧
式

３
日　
「
北
秋
田
の
ブ
ナ
林
を
歩
く
」
ツ

ア
ー
（
〜
4
日
）
／
マ
タ
ギ
ウ
オ
ー
ク

4
日　

２
０
１
１
夏
・
秋
阿
仁
ゴ
ン
ド
ラ
運

行
開
始　

５
日　
森
吉
山
阿
仁
側
コ
ー
ス
山
開
き
／
第

27
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
祭
り

16
日　
北
秋
田
市
交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車

大
会

17
日　
北
秋
田
市
議
会
6
月
定
例
会
（
〜
27
日
）

18
日　
柴
田
豊
吉
さ
ん
（
本
城
）
が
消
防
功

労
で
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
／
大
綱
引
き
大

会
２
０
１
１

25
日　
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
学
校
祭
（
〜
26
日
）

９
日　
第
20
回
米
代
川
花
火
大
会
／
２
０
１

１
あ
き
た
水
と
緑
の
森
林
祭
／
第
４
回
東
北

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
大
会
（
〜
10
日
）

10
日　
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

14
日　
綴
子
神
社
例
大
祭
（
〜
15
日
）
／

第
61
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

15
日　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
と
れ
た
て

村
」
参
加
契
約
調
印
式
・
記
念
イ
ベ
ン

ト
（
〜
17
日
）

17
日　
第
19
回
合
川
あ
じ
さ
い
ま
つ
り

24
日　
大
館
北
秋
田
消
防
訓
練
大
会

27
日　
北
秋
田
市
議
会
第
3
回
臨
時
会

30
日　
森
吉
山
ダ
ム
四
季
美
湖
誕
生
祭

１
日　
夏
の
交
通
安
全
運
動 

 

７
日　
第
25
回
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り

14
日　
根
子
番
楽
／
第
40
回
合
川
ま
と
び

／
第
31
回
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

15
日　
北
秋
田
市
成
人
式

16
日　
第
49
回
阿
仁
の
花
火
大
会
と
灯
籠
流
し

17
日　
市
長
が
台
湾
な
ど
で
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
（
〜
19
日
）

20
日　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録

実
現
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
日　
第
６
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会

23
日　
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼

25
日　
移
動
行
政
懇
話
会
（
〜
30
日
）

28
日　
第
３
回
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
カ
ー

フ
ェ
ス
タ

『広報きたあきた』でこの1年を振り返る（その２）

２
日　
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
開
校
式

４
日　
第
１
回
北
秋
田
市
縄
文
水
泳
競
技
大
会

６
日　

 
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
（
〜
16
日
）

７
日　
北
秋
田
市
敬
老
式
（
〜
17
日
）

10
日　
第
11
回
縄
文
ま
つ
り
／
鷹
巣
駅
前
通

り
シ
ャ
ッ
タ
ー
ペ
イ
ン
ト
事
業
除
幕
式

11
日　
第
９
回
北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ

り
／
大
館
能
代
空
港
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
１
／
第
７
回
北
秋
田
市
発
明
工
夫
展

21
日　
秋
の
交
通
安
全
運
動

25
日　
第
21
回
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ

ラ
ソ
ン
／
親
子
で
伝
統
川
漁
体
験

１
日　
北
秋
田
市
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
１

３
日　
鷹
巣
中
学
校
駅
伝
チ
ー
ム
、
全
県
中

学
校
駅
伝
大
会
で
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を

報
告

6
日　
北
秋
田
地
域
秋
季
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

8
日　
阿
仁
の
ぅ
め
〜
も
ん
祭
り
（
〜
９
日
）

９
日　
第
25
回
も
り
よ
し
合
唱
祭
／
東
京
あ

に
会
創
立
25
周
年
記
念
合
同
ふ
る
さ
と
会

16
日　
第
２
回
北
秋
田
市
民
運
動
会

22
日　
平
成
23
年
北
秋
田
市
文
化
祭
（
〜
24
日
）

／
第
５
回
北
秋
田
市
産
業
祭
（
〜
23
日
）

23
日　
鷹
巣
西
小
学
校
40
周
年
記
念
式
典

26
日　
北
秋
田
市
議
会
第
4
回
臨
時
会

28
日　
鈴
木
祐
貴
さ
ん
（
鷹
巣
中
２
年
）
と

中
田
紫
乃
さ
ん
（
鷹
巣
南
中
２
年
）
が
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
全
日
本
中
学
生
選
抜
海

外
遠
征
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
、
日
韓
交

流
戦
へ
の
出
場
を
報
告

30
日　
森
吉
山
ダ
ム
四
季
美
湖
紅
葉
ま
つ

り
／
第
24
回
東
京
鷹
巣
会
総
会

３
日　
主
要
地
方
道
二
ツ
井
森
吉
線
高
長
橋

開
通
式
／
第
６
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
／
藤

原
興
道
さ
ん
（
坊
沢
）
が
更
正
保
護
功
労

で
瑞
宝
双
光
章
、
小
坂
勝
之
さ
ん
（
栄
）

が
郵
政
業
務
功
労
で
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

６
日　
秋
の
火
災
予
防
運
動
／
第
25
回
東

京
ふ
る
さ
と
森
吉
会
総
会

９
日　
日
沿
道
を
活
か
し
た
秋
田
県
北
部

地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

10
日　
韓
国
合
同
セ
ー
ル
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
〜
12
月
）

12
日　
第
４
回
ふ
る
さ
と
料
理
の
会
収
穫

祭
／
合
川
「
足
元
し
っ
か
り
」
の
地
域

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

23
日　
第
21
回
北
秋
田
鷹
巣
祇
園
太
鼓
審
査
会

28
日　
北
秋
田
市
議
会
第
５
回
臨
時
会

10
日　
阿
仁
ス
キ
ー
場
開
き

22
日　
薬
師
山
ス
キ
ー
場
開
き

     

23
日　

 

北
秋
田
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
〜
２
月
４
日
）

※
12
月
は
予
定
さ
れ
て
い
る
行
事
で
す
。

広報きたあきた　２３．12．１

▲今年開校の秋田北鷹高等学校で開校式（9/2）▲全県中学駅伝で鷹巣中が男女アベック優勝を報告(10/3）

▲北秋田の元気な産業が集結北秋田市産業祭（10/22-23）▲安全と利便性が向上　二ツ井森吉線高長橋開通（11/３）



6広報きたあきた　２３．12．１

　政府は文化の日の11月３日、平成23年秋の叙勲受章者と褒章受章者を発表しました。北秋田市からは、
更生保護功労で保護司の藤原興道さんが「瑞宝双光章」、郵政業務功労で元日本郵政公社職員の小坂勝之
さんが「瑞宝単光章」を受章されました。２人の経歴と功績をご紹介します。

受章おめでとうございます受章おめでとうございます受章おめでとうございます

藤原 興道さん
（坊沢字水上沢・70歳）

瑞
宝
双
光
章

－更生保護功労－

小坂 勝之さん
（栄字岩坂・64歳）

－郵政業務功労－

瑞
宝
単
光
章

▲総務大臣表彰を受賞し、津谷市長に報告
する市消防本部の杉渕消防長ら

　
東
日
本
大
震
災
で
の
救
助
活
動
で
総
務
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
た
市
消
防
本
部
の
杉
渕
敬

輝
消
防
長
ら
が
11
月
15
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、

津
谷
市
長
に
受
賞
を
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
市
消
防
本
部
は
、
３
月
11
日
か
ら
４
月
21

日
ま
で
の
間
に
、
７
人
体
制
で
１
隊
と
し
た

緊
急
援
助
隊
を
岩
手
県
宮
古
市
に
３
隊
、
宮

城
県
登
米
市
に
１
隊
の
計
４
隊
が
出
動
し
、

消
火
・
救
助
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
杉
渕
消
防
長
は
「
人
命
救
助
を
第
一
に
考

え
て
活
動
に
あ
た
っ
た
が
、
現
場
は
消
火
、

救
急
、
遺
体
搬
出
が
一
度
に
行
わ
れ
て
い
る

状
態
で
あ
っ
た
。
今
回
こ
の
よ
う
な
表
彰
を

受
け
た
が
、
こ
う
い
っ
た
活
動
は
自
分
た
ち

の
仕
事
・
使
命
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
な
ど
と

話
し
ま
し
た
。

市消防本部が総務大臣表彰を受賞 ●東日本大震災での救助活動で

　
昭
和
55
年
か
ら
30
年
以
上
、
保
護
司
と
し

て
保
護
観
察
対
象
者
の
更
生
を
支
援
し
、
社

会
復
帰
へ
の
指
導
に
熱
意
を
持
っ
て
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
16
年
２
月
26
日
生
ま
れ
。
駒
澤
大
学

を
卒
業
後
、
同
39
年
か
ら
同
61
年
ま
で
鷹
巣

農
林
高
等
学
校
定
時
制
教
諭
、
同
61
年
か
ら

同
63
年
ま
で
公
立
合
川
高
等
学
校
の
講
師
と

し
て
教
壇
に
立
ち
ま
し
た
。
同
63
年
か
ら
平

成
９
年
ま
で
は
鷹
巣
町
教
育
委
員
を
３
期
９

年
間
務
め
、
委
員
長
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
高
校
教
諭
を
務
め
る
傍
ら
昭
和
55
年
に
永

安
寺
の
住
職
に
就
任
し
、
同
年
先
住
の
後
任

と
し
て
推
薦
さ
れ
保
護
司
に
就
き
、
主
に
鷹

巣
町
の
保
護
観
察
対
象
者
を
担
当
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
も
現
役
の
保
護
司
と
し
て
活
躍

さ
れ
、
北
秋
田
地
区
保
護
司
会
会
長
、
秋
田

県
保
護
司
会
連
合
会
副
会
長
な
ど
要
職
も
務

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
受
賞
に
つ
い
て
「
考
え
て
も
い
な
か
っ
た

事
で
驚
い
て
い
る
。
定
年
ま
で
あ
と
５
年
だ

が
、
後
継
者
を
育
成
す
る
と
と
も
に
犯
罪
の

な
い
社
会
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

り
た
い
」
と
力
強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
44
年
か
ら
37
年
間
、
郵
便
局
員
と
し

て
正
確
な
集
配
業
務
に
使
命
感
を
持
っ
て
従

事
さ
れ
、
そ
の
堅
実
な
仕
事
ぶ
り
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
22
年
８
月
４
日
生
ま
れ
。
鷹
巣
農
林

高
等
学
校
を
卒
業
後
、
実
家
の
家
業
で
あ
る

農
業
に
就
き
ま
し
た
が
、
昭
和
44
年
４
月
に

郵
便
局
員
の
道
に
進
み
ま
し
た
。
そ
の
道
を

目
指
し
た
の
は
、
高
校
時
代
の
郵
便
局
で
の

ア
ル
バ
イ
ト
経
験
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
最
初
の
勤
務
地
は
、
東
京
都
の
世
田
谷
郵

便
局
で
、
３
年
間
主
に
集
配
業
務
を
担
当
、

当
時
は
自
転
車
で
の
集
配
で
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
47
年
に
は
出
身
地
の
鷹
巣
郵
便
局
に
異

動
し
、
平
成
12
年
か
ら
総
務
主
任
と
し
て
大

館
郵
便
局
に
１
年
間
勤
務
し
た
以
外
は
、
鷹

巣
郵
便
局
で
勤
務
し
、
長
年
集
配
業
務
に
従

事
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
18
年
３
月
に
鷹
巣

郵
便
局
局
長
代
理
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
に
つ
い
て
「
み
ん
な
と
同
じ
様
に
普

通
に
仕
事
を
し
て
き
た
」
と
控
え
め
に
語
り

な
が
ら
、「
家
族
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

仕
事
を
続
け
ら
れ
て
き
た
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
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▲生活衛生功労者に対する厚生労働大臣表
彰を受賞した村井治美さん

厚生労働大臣表彰を受賞 ●県理容環境衛生同業組合常任理事 村井治美さん

▲東北地区社会教育委員連絡協議会表彰を
受賞した奥田稔さん

東北地区社会教育委員連絡協議会表彰を受賞 ●市社会教育委員 奥田稔さん

▲第８回日本マスターズ柔道大会で優勝し
た市消防署阿仁分署の小坂司令補

第８回日本マスターズ柔道大会で優勝 ●市消防署阿仁分署の小坂重人司令補

広報きたあきた　２３．12．１

　
第
８
回
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
大
会
の
90

㎏
級
で
優
勝
し
た
北
秋
田
市
消
防
署
阿
仁
分

署
の
小
坂
重
人
司
令
補
（
44
歳
）＝
摩
当
＝
が

11
月
14
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
虻
川
副
市
長

に
優
勝
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
11
月
５
日
〜
６
日
に
千
葉
県
勝
浦

市
で
開
催
さ
れ
、
小
坂
司
令
補
は
前
年
の
新

潟
大
会
に
引
き
続
き
今
年
も
出
場
。
年
齢
別

体
重
別
個
人
戦
40
歳
〜
44
歳
ク
ラ
ス
の
90
㎏

級
で
優
勝
、
無
差
別
級
で
３
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。
90
㎏
級
決
勝
の
相
手
は
、
昨
年
決
勝

で
敗
れ
た
選
手
で
、
小
坂
司
令
補
は
大
内
刈

り
で
技
あ
り
を
取
り
雪
辱
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
報
告
を
受
け
、
虻
川
副
市
長
は
「
明
る
い

話
題
で
う
れ
し
い
。
北
秋
田
市
消
防
本
部
の

ゼ
ッ
ケ
ン
を
背
負
い
、
市
の
い
い
宣
伝
に
も

な
り
ま
す
」
な
ど
と
祝
福
し
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
東
北
地
区
社
会
教
育
委
員
連

絡
協
議
会
表
彰
を
受
賞
し
た
奥
田
稔
さ
ん

（
73
歳
）＝
浦
田
＝
が
10
月
18
日
、
市
役
所
を

訪
れ
、
津
谷
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
奥
田
さ
ん
は
元
小
学
校
長
で
、
平
成
14
年

に
旧
森
吉
町
社
会
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
、

合
併
後
も
社
会
教
育
委
員
と
し
て
市
の
社
会

教
育
中
期
計
画
策
定
に
関
わ
る
な
ど
、
広
く

社
会
教
育
行
政
に
貢
献
さ
れ
、
そ
の
功
績
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
北
秋
田
市
社

会
教
育
委
員
の
会
委
員
長
や
県
社
会
教
育
委

員
連
絡
協
議
会
理
事
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
奥
田
さ
ん
は
「
受
賞
は
私
一
人
と
い
う
の

で
な
く
、
み
ん
な
が
助
け
て
く
れ
た
お
か
げ
。

今
後
は
新
た
な
社
会
教
育
中
期
計
画
策
定
に

向
け
て
が
ん
ば
り
た
い
」
な
ど
と
感
謝
と
今

後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
の
生
活
衛
生
功
労
者
に
対
す

る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
村
井
治

美
さ
ん
（
74
歳
）＝
伊
勢
町
＝
が
11
月
８
日
、

市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
受
賞
を
報
告

し
ま
し
た
。

　
村
井
さ
ん
は
、
理
容
店
を
営
む
傍
ら
、
理

容
師
で
組
織
す
る
秋
田
県
理
容
環
境
衛
生
同

業
組
合
の
要
職
に
就
き
、
永
き
に
わ
た
り
業

界
の
発
展
と
生
活
衛
生
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

同
組
合
常
任
理
事
や
同
組
合
北
秋
支
部
長
、

秋
田
県
生
活
衛
生
関
係
営
業
北
秋
田
地
方
連

絡
協
議
会
会
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
村
井
さ
ん
は
「
今
回
の
受
賞
は
周
り
の

方
々
の
お
か
げ
。
特
に
理
容
組
合
の
皆
さ
ん
、

家
族
の
支
え
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
」
な
ど

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
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▲バレーボールの全日本中学生選抜に選出
され報告する鈴木さんと成田さん

全国選抜チームでの活躍を期待 ●鷹巣中・鈴木選手と鷹巣南中・中田選手

▲約 160 人が参加し、親睦を深めた第 24回
東京鷹巣会

ふるさと談義などで親睦深める ●第24回東京鷹巣会・総会

▲オープニングを飾った「鷹巣中央保育
園・鷹巣東保育園」の園児たち

偉大な作曲家の残した曲を歌い継ぐ ●第６回浜辺の歌音楽祭

広報きたあきた　２３．12．１

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
全
日
本
中
学
生
選
抜
海
外

遠
征
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
た
鈴
木
祐
貴
さ
ん

（
鷹
巣
中
２
年
）
と
中
田
紫
乃
さ
ん
（
鷹
巣
南

中
２
年
）
が
10
月
28
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
虻

川
副
市
長
に
日
韓
交
流
戦（
11
月
１
日
〜
13
日
）

へ
の
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
て
虻
川
副
市
長
は
「
北
秋
田

市
の
代
表
と
い
う
こ
と
で
精
一
杯
活
躍
し
て

き
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
楽
し
ん

で
思
い
っ
き
り
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」

と
お
祝
い
と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
身
長
１
９
８
・
７
㎝
、
中
田

さ
ん
は
１
７
７
㎝
と
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

選
手
。
鈴
木
さ
ん
は
身
長
が
高
い
の
で
高
さ

を
生
か
し
た
プ
レ
ー
、
中
田
さ
ん
は
ス
パ
イ

ク
だ
け
な
く
レ
シ
ー
ブ
も
で
き
る
の
が
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
味
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
第
６
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
が
11
月
３
日
、

市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
市
内
の
保
育
園

児
や
小
中
学
生
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
成

田
為
三
の
楽
曲
や
趣
向
を
凝
ら
し
た
合
唱
曲

を
発
表
し
、
美
し
い
歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。 

　
同
音
楽
祭
は
、「
浜
辺
の
歌
」
を
は
じ
め
、

優
れ
た
童
謡
や
歌
曲
な
ど
を
数
多
く
作
曲
し
、

日
本
を
代
表
す
る
作
曲
家
と
し
て
知
ら
れ
る

米
内
沢
出
身
の
成
田
為
三
を
顕
彰
す
る
と
と

も
に
、
歌
声
の
あ
ふ
れ
る
活
気
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
記
念
演
奏
で
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
佐
藤

容
子
さ
ん
、
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
佐
藤
寛

子
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
の
前
田
拓
郎
さ
ん
が
、
為

三
の
曲
を
披
露
。
美
し
い
旋
律
と
歌
声
で
そ

の
魅
力
を
存
分
に
伝
え
ま
し
た
。 

　
第
24
回
東
京
鷹
巣
会
（
菊
地
靖
孝
会
長
）
の

総
会
・
懇
親
会
が
10
月
30
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
開
か
れ
、

会
員
ら
約
１
６
０
人
が
集
い
、
ふ
る
さ
と
談
義

な
ど
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
東
京
七
座
会
、
米
代
会
、
小
猿
部

会
な
ど
鷹
巣
地
区
の
旧
町
村
単
位
７
地
区
の
ふ

る
さ
と
会
を
母
体
に
、
同
郷
人
の
親
睦
と
ふ
る

さ
と
の
応
援
を
目
的
に
昭
和
63
年
10
月
に
結
成

さ
れ
、
今
回
が
24
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
か
ら
は
津
谷
市
長
、
長
崎
克
彦
市
議
会
副

議
長
、Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
、
北
秋
田
市
鷹
巣
物
産
協
会

の
関
係
者
ら
が
参
加
。
懇
親
会
の
各
テ
ー
ブ
ル

で
は
、
互
い
の
再
会
を
喜
び
な
が
ら
ふ
る
さ
と

談
義
に
花
が
咲
き
、
歌
や
踊
り
な
ど
多
彩
な
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
大
福
引
抽
選
会
な
ど
で
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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▲消防団や地域住民が有事に備え火災想定
訓練を実施

消したはず  決めつけないで  もう一度 ●秋の火災予防運動・火災想定訓練

▲約 130 人が参加し、親睦を深めた第 25回
東京ふるさと森吉会

ふるさとの話題や料理で交流 ●第25回東京ふるさと森吉会・総会

▲手作りの郷土料理で交流が行われた第４
回ふるさと料理の会収穫祭

郷土料理で収穫の秋を満喫 ●第４回ふるさと料理の会収穫祭

広報きたあきた　２３．12．１

　
第
４
回
ふ
る
さ
と
料
理
の
会
収
穫
祭
（
加
賀

マ
リ
子
実
行
委
員
長
）
が
11
月
12
日
、
森
吉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
市
内
外
か

ら
の
参
加
者
が
、
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
の
郷
土

料
理
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

収
穫
祭
は
、
地
域
の
郷
土
料
理
や
家
庭
料

理
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
食
を
通
じ
た
交
流
、

郷
土
料
理
の
再
発
見
と
継
承
を
目
的
と
し
て

開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
、
三
種
町

や
大
館
市
か
ら
の
参
加
を
含
め
約
70
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
も
ち
っ
こ
バ
イ
キ
ン
グ
と
し
て
、

ご
ま
餅
、
き
な
こ
餅
、
あ
ん
こ
餅
、
雑
煮
餅
、

お
ろ
し
餅
、
納
豆
餅
の
他
、
お
で
ん
や
漬
け
物
、

デ
ザ
ー
ト
の
果
物
な
ど
が
用
意
さ
れ
、
参
加
者

は
、
心
を
こ
め
た
手
作
り
の
郷
土
料
理
に
感
心

し
な
が
ら
一
品
ず
つ
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
第
25
回
東
京
ふ
る
さ
と
森
吉
会
（
奥
田
庄

一
郎
会
長
）
総
会
が
11
月
６
日
、ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
開
か
れ
、

会
員
な
ど
約
１
３
０
人
が
参
加
し
、
ふ
る
さ

と
の
話
題
な
ど
で
旧
交
を
深
め
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
津
谷
市
長
は
「
ふ
る
さ
と
懇
談

会
」
で
、
北
秋
田
市
を
取
り
巻
く
状
況
を
報

告
し
な
が
ら
「
25
回
目
の
開
催
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
の
会
員
の
み
な
さ
ま
の
努
力
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
い
つ
で
も
喜
ん
で
帰
っ
て

来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
参
加
者
が
各
テ
ー
ブ
ル
を

回
り
、
旧
友
や
知
人
と
の
懐
か
し
い
昔
話
、

ふ
る
さ
と
談
義
に
花
を
咲
か
せ
、
ゲ
ー
ム
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
に
と
も
な
う
火
災
想
定

訓
練
が
11
月
６
日
、
市
内
各
地
区
４
か
所
で
行

わ
れ
、
市
民
や
消
防
団
員
ら
が
、
有
事
に
備
え

て
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
川
地
区
の
訓
練
に
は
、
合
川
地
区
の
消

防
団
５
分
団
約
１
５
０
人
及
び
消
防
本
部
職

員
と
地
区
住
民
ら
約
５
０
人
が
参
加
。
地
震

と
と
も
に
火
災
が
発
生
し
た
と
想
定
し
て
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。開
始
が
告
げ
ら
れ
る
と
、

は
じ
め
に
住
民
が
集
会
施
設
へ
避
難
訓
練
を

実
施
。
続
い
て
火
災
想
定
で
は
団
員
ら
が
き

び
き
び
と
し
た
動
き
で
、
集
落
内
の
防
火
水

槽
か
ら
次
々
と
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て

放
水
。
住
民
の
み
な
さ
ん
も
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
後
、
消
防

署
員
が
参
加
者
に
消
火
栓
や
消
火
器
の
取
扱

方
法
を
説
明
し
、
有
事
に
備
え
ま
し
た
。
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主要地方道二ツ井森吉線高長橋開通式／日沿道を活かした秋田県北部地域づくりフォーラム

▲地元住民や関係者がテープカットや渡り
初めで開通を祝う高長橋開通式

主
要
地
方
道
二
ツ
井
森
吉
線
高
長
橋
開
通
式

安
全
な
通
行
と
利
便
性
が
向
上

▲早期全線開通に向け意見が交わされた秋田
県北部地域づくりフォーラム

日
沿
道
を
活
か
し
た
秋
田
県
北
部
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

地
域
を
結
ぶ
・
人
を
結
ぶ
・
夢
を
結
ぶ

広報きたあきた　２３．12．１

　
主
要
地
方
道
二
ツ
井
森
吉
線
高
長
橋
の

開
通
式
が
11
月
３
日
、
高
長
橋
で
行
わ
れ
、

地
元
住
民
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

と
渡
り
初
め
な
ど
で
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　
主
要
地
方
道
二
ツ
井
森
吉
線
は
能
代
市

を
起
点
と
し
て
北
秋
田
市
に
至
る
幹
線
道

路
で
、
世
界
遺
産
「
白
神
山
地
」
と
森
吉

山
県
立
自
然
公
園
を
最
短
で
結
ぶ
観
光

ル
ー
ト
の
一
部
と
し
て
、
県
北
部
の
地
域

間
交
流
を
担
う
重
要
な
路
線
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
増
沢
か
ら
木
戸
石
区
間

は
車
道
の
幅
員
が
４
・
０
m
と
狭
く
、
歩

道
も
な
い
こ
と
か
ら
歩
行
者
の
安
全
確
保

や
大
型
車
の
す
れ
違
い
、
冬
期
通
行
確
保

が
困
難
な
道
で
、
昭
和
35
年
に
架
設
さ
れ

た
高
長
橋
は
老
朽
化
が
著
し
く
架
け
替
え

が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

平
成
19
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
の
事

業
期
間
で
、
増
沢
字
鳥
帽
子
長
根
下
地
内

か
ら
木
戸
石
字
東
畑
地
内
ま
で
の
２
・
４

㎞
を
事
業
区
間
と
す
る
増
沢
工
区
の
道
路

整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
高
長

橋
を
含
む
約
２
㎞
の
区
間
が
供
用
開
始
と

な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
高
長
橋
は
現
在
の
橋
か
ら
約
70

ｍ
下
流
に
架
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
よ
り
５

ｍ
程
長
い
橋
長
１
６
５
・
６
ｍ
、
車
道
２

車
線
６
ｍ
と
片
側
歩
道
２
・
５
ｍ
、
全
幅

10
・
５
ｍ
の
３
経
間
連
続
鋼
鈑
桁
橋
で
事

業
費
は
約
６
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
開
通
式
で
は
、
最
初
に
安
全
祈
願
祭
と

し
て
神
事
が
行
わ
れ
、
長
谷
部
勝
北
秋
田

地
域
振
興
局
長
を
は
じ
め
関
係
者
ら
が
玉

串
奉
奠
を
し
、
通
行
の
安
全
を
祈
願
。
初

代
高
長
橋
設
置
者
の
子
孫
で
あ
る
高
橋
喜

作
さ
ん
、
鈴
さ
ん
（
八
幡
岱
）
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
奈
良
喜
市
さ
ん

一
家
（
増
沢
）
と
杉
渕
清
治
さ
ん
一
家

（
木
戸
石
）
の
各
３
世
代
夫
婦
を
先
頭
に

来
賓
、
一
般
参
加
者
が
合
川
太
鼓
保
存
会

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
太
鼓
演
奏
の
中
、
渡

り
初
め
を
し
て
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　
日
沿
道
を
活
か
し
た
秋
田
県
北
部
地
域

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
11
月
９
日
、
市
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
約
５
０
０

人
が
日
沿
道
の
早
期
全
線
開
通
に
向
け
熱

意
を
高
め
ま
し
た
。

　
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
は
、
新
潟

市
か
ら
山
形
県
・
秋
田
県
を
通
過
し
て
青

森
市
に
至
る
延
長
約
３
２
２
㎞
の
高
速
道

路
で
、
二
ツ
井
白
神
Ｉ
Ｃ
〜
あ
き
た
北
空

港
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）
間
は
未
事
業
化
区
間
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
8
月
の
計
画
段

階
評
価
に
係
る
東
北
地
方
小
委
員
会
に
お

い
て
現
道
を
活
用
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
大
館
商
工
会
議
所
、

能
代
商
工
会
議
所
、
秋
田
県
北
地
区
商
工

会
連
絡
協
議
会
の
主
催
で
、
日
沿
道
の
必

要
性
を
訴
え
、
そ
の
活
用
で
秋
田
県
北
部

の
発
展
を
目
指
そ
う
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
開
催
地
で
共
催
者
を

代
表
し
て
津
谷
市
長
は
「
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
の
解
消
に
向
け
た
地
域
の
機
運
は
こ
れ
ま

で
に
な
い
く
ら
い
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
こ
の
盛
り
上
が
り
を
引
き

続
き
高
め
、
早
期
着
工
、
開
通
へ
の
よ
り
一

層
の
進
展
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
日
沿

道
全
線
開
通
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
熱
い
思

い
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
期
待
し
ま
す
」
な

ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
川
瀧
弘
之
・
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整

備
局
道
路
部
長
の
基
調
講
演
の
あ
と
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
折
田
仁

典
・
秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
佐
藤
肇
治
・
㈱

能
代
資
源
代
表
取
締
役
、
花
下
智
之
・
ア

キ
モ
ク
鉄
工
㈱
代
表
取
締
役
社
長
、
石
垣

勝
康
・
石
垣
鐵
工
㈱
代
表
取
締
役
、
菊
池

豊
・
二
ツ
井
町
商
工
会
長
、
千
葉
潤
一

・
㈳
十
和
田
八
幡
平
観
光
物
産
協
会
長
、

加
賀
谷
美
由
樹
・
秋
田
内
陸
線
観
光
ア
テ

ン
ダ
ン
ト
の
５
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
日
沿
道

と
の
関
わ
り
や
地
域
づ
く
り
に
対
し
て
の

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
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韓国合同セールスミッション／市長ダイアリー

▲ソウル市で開催の「KOREA FOOD EXPO2011」
で北秋田市をＰＲする津谷市長

韓
国
合
同
セ
ー
ル
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン

韓
国
で
北
秋
田
市
を
Ｐ
Ｒ

◇
10
月
16
日
〜
11
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

広報きたあきた　２３．12．１

10
月
17
日（
月
）▽
栄
財
産
区
管
理
委
員
選
任
書
交
付
式
（
本
庁
舎
）

18
日（
火
）▽
北
鹿
電
気
工
事
業
協
同
組
合
協
定
書
締
結
式
（
本
庁
舎
）

19
日（
水
）▽
平
成
23
年
度
第
２
回
秋
田
県
市
町
村
協
働
政
策
会
議
総
会
（
秋
田
市
）

　
▽
平
成
23
年
度
秋
田
県
知
事
と
市
町
村
長
と
の
行
政
懇
談
会
（
秋
田
市
）

20
日（
木
）▽
平
成
23
年
度
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
過
疎
対
策
担
当
課
長
会
議
（
打
当

温
泉
）▽
合
川
北
地
区
自
治
会
長
と
市
役
所
と
の
懇
談
会
（
里
の
茶
屋
）

22
日（
土
）▽
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭
開
会
行
事
（
文
化
会
館
）▽
第
５
回
北

秋
田
市
産
業
祭
（
鷹
巣
体
育
館
）

23
日（
日
）▽
鷹
巣
西
小
学
校
統
合
40
周
年
記
念
式
典
（
同
校
）

24
日（
月
）▽
あ
き
た
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー
in
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ（
名
古
屋
市
）

26
日（
水
）▽
平
成
23
年
北
秋
田
市
議
会
第
４
回
臨
時
会
（
議
事
堂
）

27
日（
木
）▽
Ｊ
Ａ
葬
祭
セ
ン
タ
ー
義
援
金
寄
贈
（
本
庁
舎
）

30
日（
日
）▽
第
24
回
東
京
鷹
巣
会
総
会
（
東
京
都
）

11
月
1
日
（
火
）▽
平
成
23
年
度
秋
田
県
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
有
志
協
議
会

（
秋
田
市
）

３
日（
木
）▽
主
要
地
方
道
二
ツ
井
森
吉
線
高
長
橋
開
通
式
典
（
同
所
）

４
日（
金
）▽
綴
子
地
区
行
政
懇
談
会
（
綴
子
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）

６
日（
日
）▽
第
25
回
東
京
ふ
る
さ
と
森
吉
会
総
会
（
東
京
都
）

７
日（
月
）▽
12
月
補
正
予
算
市
長
査
定
（
本
庁
舎
）

８
日（
火
）▽
定
例
記
者
会
見
（
本
庁
舎
）

９
日（
水
）▽
平
成
23
年
度
秋
田
県
市
長
会
表
彰
伝
達
式
（
本
庁
舎
）▽
日
沿
道
を
活

か
し
た
秋
田
県
北
部
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
文
化
会
館
）

10
日（
木
）▽
韓
国
合
同
セ
ー
ル
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
〜
12
日
ま
で
）

　
津
谷
市
長
が
11
月
10
日
か
ら
12
日
、
韓

国
ソ
ウ
ル
で
行
わ
れ
た
秋
田
・
ソ
ウ
ル
国

際
定
期
便
就
航
10
周
年
記
念
の
韓
国
合
同

セ
ー
ル
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
、
北
秋

田
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
韓
国
訪
問
は
、
秋
田
か
ら
ソ
ウ
ル

へ
の
国
際
定
期
便
の
10
周
年
を
機
に
、
関

係
機
関
を
訪
問
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
絆
を

さ
ら
に
強
め
る
と
と
も
に
航
空
会
社
や
観

光
関
係
者
等
に
対
す
る
東
日
本
大
震
災
後

の
秋
田
県
の
安
全
性
な
ど
を
強
力
に
Ｐ
Ｒ

し
、
韓
国
か
ら
の
観
光
客
の
回
復
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は
、
佐
竹
敬
久
秋
田
県
知
事

を
は
じ
め
関
係
首
長
ら
と
と
も
に
大
韓
航

空
本
社
を
訪
問
し
、
自
ら
が
国
際
線
就
航

時
に
県
議
会
議
長
と
し
て
訪
問
し
た
時
の

話
を
交
え
な
が
ら
、
秋
田
県
第
２
の
空
港

で
あ
る
大
館
能
代
空
港
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー

便
就
航
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
森
吉
山

阿
仁
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ
や
樹
氷
の
魅

力
な
ど
北
秋
田
を
積
極
的
に
売
り
込
み
ま

し
た
。
会
社
側
か
ら
は
、
ア
イ
リ
ス
の
ロ

ケ
地
で
も
あ
り
ゴ
ン
ド
ラ
や
内
陸
線
を
持

つ
北
秋
田
に
高
い
関
心
が
あ
る
旨
の
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ソ
ウ
ル
市
中
心
部
で
11
月
９
日
か
ら
12

日
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
「
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

Ｆ

Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ 

２
０
１
１
」
に
出
展
し

て
い
る
秋
田
県
関
係
ブ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

来
場
者
に
対
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
を
手
渡
し
な
が
ら
北
秋
田
を
Ｐ

Ｒ
。
ア
イ
リ
ス
の
ロ
ケ
地
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
韓
国
の
方
々
の
反
応
は
と
て
も
良

く
、
準
備
し
て
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
も

瞬
く
間
に
無
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
光
Ｐ
Ｒ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、

各
自
治
体
か
ら
参
加
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

贈
呈
の
際
に
、Ｐ
Ｒ
ス
ピ
ー
チ
も
行
わ
れ
、

各
地
元
の
名
産
展
示
ブ
ー
ス
で
の
北
秋
田

産
の
物
品
に
対
す
る
反
応
も
良
く
、
た
く

さ
ん
の
参
加
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
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森へ行こう！高原で体験しよう！
～子どもたちの森づくり活動～

　北秋田市森林環境学習「第３回子どもたちの森
づくり」（青少年育成北秋田市民会議主催）が、10
月 29 日、奥森吉山麓高原で開催され、市内の児童
と保護者など約 60人が参加しました。
　この事業は、森林での体験をとおして、森林の
働きや重要性について理解を深めるとともに、協
力し合う心など豊かな人間性を育むよう、青少年
健全育成の一環として実施されています。
　参加者は、冒険の鍵クーンのスタッフの指導を
受けながら、力を合わせてブナ・トチ・ミズナラ ▲豊かな森に！と願いを込めて森づくり活動

を植樹。午後は、木の枝などを使い写真たてを作
り、森に親しみながら一日を楽しみました。

学 び の 成 果 を 披 露
～高鷹大学学園祭～

　高鷹大学学園祭が 10 月 21 日、文化会館と交流
センターで開かれ、学生たちが日ごろの学習の成
果を披露しました。
　文化会館での開会式では、総長である三澤教育
長が「ふるさと」を熱唱。続いて来賓の虻川副市
長も落語を披露するなど、和やかな雰囲気の中で
学園祭が始まりました。
　各クラブの代表者による体験発表では、それぞ
れのクラブ活動の様子を紹介し、学生たちは自分
の所属するクラブと一味違った活動を感心しなが  ▲レクリエーションダンスクラブの発表

ら聞いていました。また、ステージ発表では、レ
クリエーションダンスや詩吟、歌謡など日頃の練
習の成果を披露し、会場からは大きな拍手が送ら
れました。
　一方、展示会場の交流センターでは、各クラブ
の作品や活動の様子、全体講座の写真などをパネ 
ルで紹介し、たくさんの来場者が訪れていました。

「夢を力にかえて」をテーマに
～阿仁文化交流のつどい～

　阿仁文化交流のつどい（実行委員長＝中村信一
市芸術文化協会阿仁支部長 ）が 11 月５・６日、
阿仁ふるさと文化センターで開かれ、芸能発表や
作品の展示などで文化の秋へと誘いました。
　展示の部は、保育園や小・中学校の作品をはじ
め、芸術文化協会阿仁支部の各団体、グループ、
個人の作品が展示され、訪れた人たちは感心しな
がら見入っていました。
　また、演示の部では各グループが日頃の成果を
発表し、会場から大きな拍手が送られました。最 ▲力強く「秋田大黒節」歌う戸嶋さん(89歳)

後に荒瀬獅子踊り保存会の郷土芸能が披露され、
見事な棒使いの演技がステージに花を添えました。

広報きたあきた　２３．12．１
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学びの広場

阿
仁
公
民
館

地
域
元
気
・
交
流
学
習
会

　 申
問

中
央
公
民
館　
☎
62-

１
１
３
０

■
ダ
ッ
ク
ス
ム
ー
ン
＆ 

　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ロ
タ
ケ
コ
ン
サ
ー
ト

　
大
阿
仁
公
民
館
と
大
阿
仁
小
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
共
催
し
て
、
大
阿
仁
地
域
の
元
気

・
活
性
化
の
た
め
に
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

期
日　
12
月
３
日
（
土
）

日
時　
14
時
10
分
〜
15
時
40
分

場
所　
大
阿
仁
小
学
校
体
育
館

※
入
場
料
無
料
、
申
込
み
不
要
で
す

　
　
　
　

　
手
づ
く
り
で
、
ホ
ッ
と
あ
た
た
か
い
ク

リ
ス
マ
ス
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

期
日　
12
月
17
日(

土)

場
所　
中
央
公
民
館

時
間
・
内
容

▼
９
時
〜
12
時

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
菓
子
づ
く
り
」

▼
13
時
30
分
〜
14
時

　
「
会
場
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
」

▼
14
時
〜
16
時

　
「
ほ
っ
と
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」

参
加
費　
３
０
０
円　

申
込
締
切　
12
月
12
日
（
月
）
ま
で

阿
仁
公
民
館

手
づ
く
り 

ほ
っ
と
ク
リ
ス
マ
ス

申
問

中
央
公
民
館　
☎
62-

１
１
３
０

阿
仁
公
民
館

少
年
少
女
合
唱
団

　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

申
問

生
涯
学
習
課
文
化
班　
☎
62-

6
6
1
8

阿
仁
公
民
館

中
央
公
民
館「
公
開
講
座
」

申
問

中
央
公
民
館　
☎
62-

１
１
３
０

　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
の

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

期
日　
12
月
22
日(

木)

時
間　
19
時
〜
20
時
30
分

場
所　
浜
辺
の
歌
音
楽
館

※
入
場
料
無
料
で
す

■
わ
が
家
の
防
災
チ
ェ
ッ
ク
〜
非
常
持
ち

出
し
訓
練
と
炊
き
出
し
体
験

期
日　
12
月
５
日
（
月
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

講
師　
日
本
赤
十
字
社
秋
田
県
支
部

持
ち
物　
各
自
の
非
常
持
ち
出
し
袋

■
し
め
飾
り
づ
く
り
教
室

期
日　
12
月
９
日
（
金
）

時
間　
10
時
〜
15
時

講
師　
桜
田
勝
夫
さ
ん

材
料
代　
３
０
０
円

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
昼
食

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

阿
仁
公
民
館

森
吉
公
民
館「
公
開
講
座
」

申
問

森
吉
公
民
館　
☎
72-

３
２
５
９

■
編
み
物
教
室
〜
流
行
の
「
ス
ヌ
ー
ド
」

期
日　
12
月
14
日
（
水
）

時
間　
10
時
〜
15
時

講
師　
菊
地
洋
子
さ
ん

材
料
代　

２
０
０
０
円
〜
３
０
０
０
円

持
ち
物　
か
ぎ
針
・
筆
記
用
具

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

■
冬
の
ほ
っ
と
な
お
は
な
し
会

期
日　
12
月
17
日
（
土
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

内
容　
お
話
会
と
リ
ー
ス
づ
く
り

講
師　
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
に
じ

い
ろ
ぱ
れ
っ
と
」

対
象　
幼
児
、
小
学
生

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

■
手
づ
く
り
キ
ャ
ン
ド
ル
講
座

期
日　
12
月
15
日
（
木
）

時
間　
10
時
〜
正
午

講
師　
小
林
順
子
さ
ん

材
料
代　

２
０
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

申
込
締
切　
12
月
12
日
（
月
）
ま
で

■
お
正
月
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

期
日　
12
月
20
日
（
火
）

時
間　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

講
師　
荒
川
弘
子
さ
ん

材
料
代　

２
０
０
０
円

持
ち
物　
花
切
用
ハ
サ
ミ

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

■
野
菜
の
ソ
ム
リ
エ
に
学
ぶ
料
理
講
座

期
日　
12
月
22
日
（
木
）

時
間　
18
時
30
分
〜
20
時
30
分

講
師　
長
谷
川
早
苗
さ
ん

材
料
代　

１
０
０
０
円
程
度

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

申
込
締
切　
12
月
15
日
（
木
）
ま
で

■
絵
手
紙
入
門
講
座

期
日　

１
月
11
日
（
水
）、
25
日
（
水
）

　
　
　

２
月
８
日
（
水
）、
22
日
（
水
）

　
　
　
３
月
７
日
（
水
）、
21
日
（
水
）

時
間　
10
時
〜
正
午

講
師　
新
田
チ
マ
さ
ん

材
料
代　

１
５
０
０
円
程
度

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

申
込
締
切　
12
月
20
日
（
火
）
ま
で

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

期
日　
12
月
26
日
（
月
）

時
間　
16
時
〜
19
時

講
師　
長
崎
フ
ラ
ワ
ー

材
料
代　

２
５
０
０
円
程
度

申
込
締
切　
12
月
16
日
（
金
）
ま
で

阿
仁
公
民
館

合
川
公
民
館「
公
開・
定
期
講
座
」

申
問

合
川
公
民
館　
☎
78-

２
１
１
４

阿
仁
公
民
館

阿
仁
公
民
館「
公
開
講
座
」

申
問

阿
仁
公
民
館　
☎
82-

２
２
２
０

※
今
月
の「
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
」

は
お
休
み
し
ま
す

広報きたあきた　２３．12．１
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　市では、市民の皆さんに市の財政事情を知って
いただくために、毎年２回一般会計、特別会計の
執行状況を公表しています。
　今回は平成 23 年度上半期（平成 23 年４月１
日～ 9月 30 日）の結果を公表します。収入、支
出状況など市の財政事情は次のとおりです。
（一時借入金及び会計間の相互流用金を除く、繰
越明許費を含む）

平成23年度上半期

一 般 会 計 予 算 執 行 状 況

705,878千円（35.6％）

350,286千円（38.3％）

0円（0％）

項　　　目 予　算（千円）

１０,３４６,３４４

２,８４０,８５９

１,４０６,７７８

１,６１４,８００

１,９８２,７９８

９１５,５７８

２６８,０３０

３５２,２９１

地 方 交 付 税

市 　 　 　 税

県 支 出 金

市 　 　 　 債

国 庫 支 出 金

諸 収 入

地 方 譲 与 税

地方消費税交付金

そ の 他
（分担金、使用料等） ２,０８８,８０８

項　　　目 予　算（千円）

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

公 債 費

そ の 他

２,０６３,０７９

５,７８９,２６２

２,９８０,２５６

９５５,７２９

２,１９５,５１０

９８０,０４３

１,９３６,７３３

３,２９７,５３２

１,６１３,１４２

40億 100億70億

79,253千円（30.1％）

188,608千円（53.5％）

1,757,132千円（84.1％）

予　　算　　額
収入・支出済額

420,520千円（21.7％）

409,731千円（41.8％）

857,623千円（39.1％）

1,431,525千円（43.4％）

50億10億 20億 30億 40億

842,579千円（40.8％）

2,019,217千円（34.9％）

1,546,965千円（51.9％）

204,642千円（21.4％）
歳　 出

837,312千円（51.9％）

1,722,847千円
（60.6％）

20億 30億10億

予　　算 21,811,286千円

支出済額 8,570,114千円

支出割合 39.3　％

211,161千円（15.0％）
歳　 入

予　　算 21,811,286千円

収入済額 12,818,720千円

収入割合 58.8　％

7,803,555千円 （75.4％）

〜〜

〜
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財政白書（平成23年度上半期）

広報きたあきた　２３．12．１

用語の解説
①一般会計と特別会計　地方公共団体の会計は、本来単一の会計によって整理されるのが理想とされています
が、実際の行政活動は広範多岐にわたっているのが現状です。そこで地方公共団体の基本的な経費を「一
般会計」、特定の事業を行う場合の経費を「特別会計」として区別しています。

②主な歳入項目　「地方交付税」＝歳入の中で最も大きな財源であり、国が使いみちを指定しないで交付する 
もの。「国庫支出金」＝国が使いみちを指定して交付するもの。「市債」＝市の借り入れ金など。

　「諸収入」＝各種貸付金や預託金収入。「地方譲与税」＝地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税、航空機燃料譲
与税、地方道路譲与税として市町村へ交付されるもの。

特 別 会 計 予 算 執 行 状 況

市 民 の 負 担 状 況 　９月末現年度（調定額から　）

直

接

税

間
接
税

市 民 税 個 人 分

市 民 税 法 人 分

純 固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

合　　　計

市民１人当たり（円／人）

70,640円　

市 た ば こ 税

国 民 健 康 保 険 税

912,760千円

1 0 2 ,625千円

1,5 0 2 ,945千円

71 ,980千円

2,590,310千円

112,504千円 3,068円 7,756円

61,480円605,213千円

（平成23年９月末　人口36,669人、世帯数14,506世帯）

99,329円

（９月末　加入被保険者数 9,844人、加入世帯数 6,093世帯）

（単位：千円、％）
会 計 区 分 予算現額 収入済額 収入率（％） 支出済額 執行率（％）

４，１２１，２９６
２３０，３０８

４，７２２，３５８
１３１，１８６
８９１，１９９
４２４，４６７

１，６９７，０１２
２９，５８２
４０８，７２３
２２５，５３０
５０３，６２０
４８，５８７

 
１３，４３３，８６８

１，７８０，４８５
７６，９４４

１，９２２，５３２
８，３１５

５１７，２５５
６５，００８
１２９，４３１
５，１５１

１２６，２８６
７９，１８９
７４，２４１
４５０，１７６

５，２３５，０１３

（坊沢・綴子・栄・沢口・七日市・
　米内沢・前田・阿仁合・大阿仁）

４３．２
３３．４
４０．７
６．３
５８．０
１５．３
７．６
１７．４
３０．９
３５．１
１４．７
９２６．５

３９．０

１，７８９，５１６
９８，４４５

１，８５２，１６２
６２，９０１
３５５，６７４
１８９，５０７
６３２，２２１
５，４７０

１２１，３１７
１０５，５５１
１１４，４９１
２，７５４

５，３３０，００９

４３．４
４２．７
３９．２
４７．９
３９．９
４４．６
３７．３
１８．５
２９．７
４６．８
２２．７
５．７

３９．７

１世帯当たり（円／世帯）

178,568円　

国 民 健 康 保 険
合 川 診 療 所
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス 事 業
簡 易 水 道
農 業 集 落 排 水
下 水 道 事 業
特 定 地 域 生 活 排 水
後 期 高 齢 者 医 療
阿 仁 診 療 所
米 内 沢 診 療 所
財 産 区

合 　 　 計
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　公共交通の効率性や利用者の利便性の向上を目指し、北秋田市地域公共交通会議において路線バス見直しにつ
いて協議し、一部路線が改正されることになりました。

市民病院へのアクセスが改善されます路線バス
見 直 し

市民病院へのアクセスが改善されます市民病院へのアクセスが改善されます
～12月 1日から運行ダイヤの一部を改正します～～12月 1日から運行ダイヤの一部を改正します～

新設します 鷹巣・市民病院線（鷹巣駅前～小森～市民病院）
　「鷹巣・市民病院線（鷹巣駅前～小森～市民病院）」の新設により、沢口・七日市地区の利用者が、市民
病院への通院時に遠回りになっている不便が解消されます。
　沢口・七日市地区の方々が、市民病院に通院する場合、バスを乗り継がなければなりませんでしたが、
鷹巣・市民病院線が新設されることにより、乗り継ぎなしで通院できるようになります。鷹巣・市民病院
線の新設により明利又行きのバスの一部が減便となりますが、明利又方面からの方も七日市五叉路（旧：
七日市農協前）で鷹巣・市民病院線に乗り継ぐことで、所要時間と運賃が改善されます。湯ノ岱方面から
の方も、小森での乗り継ぎでご利用できます。

※「小森」で湯ノ岱線（長寿の湯 7:13 発鷹巣行き、小森 7:26 着）と接続します。
※「七日市五叉路」で明利又線（明利又 6:55 発鷹巣行き、七日市五叉路 7:33 着）と接続します。
※市民病院行きの「七日市五叉路」バス停は、明利又行きのバス停から少し離れた位置にありますのでご
注意ください。

▼「鷹巣駅前発 7:25→明利又着 8:08 の便」が減便されます。
▼その他の便はこれまでどおり運行されますが、一部時刻が変更になっています。

【減便】
明利又線の一部

市民病院まで延長します 打当線（打当～阿仁前田～米内沢～　　　）
　「打当線（打当～阿仁前田～米内沢）」が市民病院まで伸びることにより、阿仁・森吉地区の方は通院に
利用しやすくなります。
　これまで打当線（打当～阿仁前田～米内沢）を利用して市民病院へ通院する場合、米内沢営業所などで
乗り継ぐ必要がありましたが、乗り継ぎなく市民病院まで行けるようになります。この路線の変更により、
「米内沢・市民病院アクセス線（森吉庁舎～米内沢駅～市民病院）」の一部が減便となります。

▼次の２便が減便されます。
　①「市民病院発 7:55→森吉庁舎着 8:15」　②「森吉庁舎発 11:22→市民病院着 11:42」
▼その他の便はこれまでどおり運行されます。

【減便】
米内沢・市民病院
アクセス線の一部

1480円 1480円940円 940円730円 730円400円 400円330円 330円
時刻
運賃

主
な

停
留
所

※時刻等は変更になる場合がありますので、ご利用前に秋北バス米内沢営業所（☎72-4551）へご確認ください※時刻等は変更になる場合がありますので、ご利用前に秋北バス米内沢営業所（☎72-4551）へご確認ください

市
　
　
民

病 

院 

前

市
　
　
民

病 

院 

前

米 

内 

沢

駅
　
　
前

米 

内 

沢

駅
　
　
前

森
　
　
吉

庁 

舎 

前

森
　
　
吉

庁 

舎 

前

前
田
駅
前

前
田
駅
前

阿 

仁 

合

駅
　
　
前

打
　
　
当

阿 

仁 

合

駅
　
　
前

打
　
　
当
７:40 8:19 8:38 8:53 9:03 9:14 12:40 12:51 13:01 13:16 13:35 14:14

５３0円５３０円 530円 530円490円 490円420円 420円250円 250円
時刻
運賃

主
な

停
留
所

市
　
　
民

病 

院 

前

市
　
　
民

病 

院 

前

松

栄

松

栄

七 

日 

市

五 

叉 

路

七 

日 
市

五 

叉 

路

小
　
　
森

小
　
　
森

南 

鷹 

巣

南 

鷹 

巣

鷹
巣
駅
前

鷹
巣
駅
前
７:20 7:27 7:35 7:37 7:46 7:54 11:25 11:33 11:42 11:44 11:52 11:59

市民病院
（延長）



17

北秋田市住宅リフォーム緊急支援事業／木造住宅耐震診断補助事業
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▽
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
る

こ
と

▽
申
し
込
む
方
及
び
工
事
す
る
住
宅
に
住

む
親
族
が
、
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

▽
市
内
の
住
宅
で
あ
る
こ
と

▽
賃
貸
し
て
い
る
住
宅
又
は
賃
貸
す
る
予

定
の
住
宅
で
な
い
こ
と

　
右
記
の
ほ
か
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
も
の
。

・
申
請
者
が
所
有
し
、
住
ん
で
い
る
住
宅

で
あ
る
こ
と

・
親
又
は
子
が
所
有
し
、
申
請
者
が
住
ん

で
い
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

・
親
又
は
子
が
所
有
し
、
住
ん
で
い
る
住

宅
で
あ
る
こ
と

・
申
請
者
が
所
有
し
、
親
又
は
子
が
住
ん

で
い
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

▽
工
事
費
用
が
50
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

▽
平
成
24
年
３
月
30
日
ま
で
に
完
了
す
る

工
事
で
あ
る
こ
と

▽
市
内
に
本
店
の
あ
る
業
者
又
は
市
に
住

民
登
録
さ
れ
た
個
人
が
工
事
す
る
こ
と

※
交
付
決
定
後
に
工
事
着
手
す
る
も
の
が

対
象
で
す
。
既
に
着
手
済
み
・
完
成
済
み

の
工
事
に
つ
い
て
は
対
象
外
で
す

【
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
】

・
公
共
工
事
の
施
行
に
伴
う
補
償
費
の
対

象
と
な
る
工
事
費
用

・
門
や
塀
等
、
い
わ
ゆ
る
外
構
工
事
費
用

・
重
複
計
上
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
他
の

補
助
制
度
を
利
用
す
る
工
事
の
費
用

・
そ
の
他
、
補
助
金
の
交
付
が
適
当
で
な

い
と
認
め
ら
れ
る
工
事
の
費
用

◎
工
事
費
の
10
分
の
１
の
金
額

　
た
だ
し
、
20
万
円
を
限
度
と
す
る

◎
補
助
金
の
交
付
申
請
は
、
同
一
年
度
内

に
１
回
限
り
で
す
。

※
平
成
22
年
度
に
本
事
業
を
利
用
さ
れ
た

方
は
、
補
助
を
受
け
た
リ
フ
ォ
ー
ム
等
工

事
箇
所
・
工
事
内
容
と
異
な
る
工
事
を
申

請
す
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の

場
合
は
、
先
に
受
け
た
補
助
金
と
合
わ
せ

て
20
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

■
申
請
方
法　
工
事
着
手
前
に
補
助
金
交

付
申
請
書
へ
以
下
の
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い

▽
工
事
契
約
書
の
写
し

▽
内
訳
明
細
書
の
写
し

▽
工
事
着
工
前
の
写
真

　
（
施
工
箇
所
が
は
っ
き
り
判
る
写
真
）

▽
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

　

市
民
の
み
な
さ
ま
が
市
内
業
者
を
利
用
し
て
住
宅
の
増
改
築
又
は
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
に
、
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

秋
田
県
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業

の
申
請
も
取
り
次
ぎ
し
ま
す
。

１
．
対
象
と
な
る
方

２
．
対
象
と
な
る
住
宅

３
．
対
象
と
な
る
工
事

４
．
補
助
金
額

５
．
申
請
受
付

お
問
い
合
わ
せ

お
問
い
合
わ
せ

地
震
に
備
え
て 「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
事
業
」

　

地
震
の
際
の
倒
壊
等
に
よ
る
災
害
を
未
然
に
防
止
し
、安
全
を
確
保
す
る
た

め
、木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

木
造
戸
建
住
宅（
併
用
住
宅
の
場
合
は
、店

舗
等
部
分
の
面
積
が
２
分
の
１
未
満
を
対

象
と
し
ま
す
）の
費
用

▽
市
内
の
耐
震
診
断
士
と
耐
震
診
断
の
契

約
を
す
る
方

▽
診
断
す
る
住
宅
を
所
有（
共
有
を
含
む
）

す
る
個
人
で
あ
る
こ
と

▽
申
し
込
む
方
が
、
市
税
等
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と

◎
費
用
の
３
分
の
２
の
金
額（
上
限
３
万
円
）

　
■
受
付
期
間　
平
成
24
年
２
月
末
ま
で

■
申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書
へ
次

の
書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
住
宅
の
付
近
見
取
図

▽
住
宅
の
建
築
時
期
及
び
所
有
者
が
確
認

で
き
る
書
類

▽
耐
震
診
断
費
の
見
積
書
の
写
し

▽
住
宅
に
借
家
人
が
住
ん
で
い
る
場
合
は
、

耐
震
診
断
の
実
施
に
係
る
同
意
書

都
市
計
画
課
都
市
計
画
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
72-

５
２
３
９

２
．
対
象
と
な
る
方

１
．
対
象
と
な
る
住
宅

３
．
補
助
金
額

４
．
申
請
受
付

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
72-

５
２
４
６
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文化会館「大ホール改修工事」

▼12/17（土）おはなしでてこい＝
14:00～みちのく子供風土記館
▼12/18（日）アンサンブルコンテ
スト県北地区大会＝9:00～入場無料
▼12/25（日）工藤啓ピアノ教室発
表会＝14:30～入場無料

　12月１日は「世界エイズデー」
です。エイズの予防と感染の拡大
を防止するため、正しい知識を持
ちましょう。

　薬物の乱用は、個人の健康上の
問題にとどまらず、各種の犯罪誘
因など公共の福祉に図り知れな
い危害をもたらします。
　県民一人一人が認識を高め、薬
物乱用を防止しましょう。

問

　秋田県イメージアップ戦略の一
つとして「さわやか ほほえみ あ
いさつ運動」を展開しています。
　「あいさつ」は、人と人とのつ
ながりが希薄化している中で、新
しいコミュニケーションと交流を
生みだすきっかけとなります。
　あいさつで、秋田の元気とイ
メージアップにつなげましょう。

　　秋田県地域活力創造課
　　☎018-860-1245

「さわやか ほほえみ あいさつ運動」

「あいさつで 広がる秋田の 元気の輪」
問

問

問

「世界エイズデー」・麻薬覚せい剤
乱用防止運動の街頭キャンペーン
を同時に行います。
○街頭キャンペーン
日時　12月１日（木）７:45～
場所　ＪＲ鷹ノ巣駅前

期間　平成24年１月10日（火）
～平成24年２月29日（水）

文化会館「大ホール改修工事」
　下記の期間中、大ホールの使用が
できなくなる予定です。
　例年この時期にご利用いただいて
いる皆様にはご不便をおかけします
が、日程の変更等をお願いします。

少年サッカーのメンバー
募集説明会

　　北秋田保健所　☎62-1166
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健
康 　
　

 

健
康
推
進
課 

☎
62-

６
６
６
６

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー

ト
、
バ
ス
タ
オ
ル
他

申
問■12月13日（火）全血 

　　　　　　　【鷹巣地区】

10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 14:50

15:10 ～ 16:30

日　時　12月22日( 木 )　10:00 ～ 13:00
場　所　保健センター
対　象　市内在住の１歳以上の未入園児とその保護者
内　容　親子リトミック、クッキングなど
持ち物　内履き、着替え、エプロン、おしぼり、子ど
も用箸やスプーン等、その他必要と思われる物
参加費　無料
申込締切　12月12日（月）
申込み多数の場合、先着 25組とさせていただきます。
当日は動きやすい服装で、9:45 までに会場にお越し
ください。
　　健康推進課健康推進班　☎62-6666

　規則正しい生活で抵抗力をつけ、次の事に注意
しましょう。
○インフルエンザ
１．マスクの着用と帰宅後はすぐに手洗い、うが
　いをする。
２．流行のピーク時には、人混みを避ける。
３．予防接種を受けましょう。
４．咳エチケットを守りましょう。
５．室内の温度、湿度を適度に保ちましょう。
○ノロウィルス（感染性胃腸炎）
１．トイレの後、調理前、食事前、帰宅後は手洗
　い、うがいをする。
２．調理器具は、塩素系消毒剤を使用し清潔にする。
３．食材は、十分な加熱調理をする。 
４．感染した人の便や嘔吐物は、最大の感染源と
　なるため、直接触れないようにマスク、ゴム手   
　袋をして袋に入れて密封し処理する。　　　
※インフルエンザや胃腸炎の症状があるときは、
　早めに受診してください。

　どちらも大切な定期の予防接種です。冬休みなど
を利用して接種を済ませましょう！
○麻しん風しん対象者
　１歳児／年長児／中学１年生／高校３年生
○二種混合対象者
　小学６年生

麻しん風しん及び二種混合の予防接種
冬に多い感染症の予防

問

問
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秋
田
県
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
　

　「
白
瀬
中
尉
物
語
〜
南
十
字
星
の

　
も
と
へ
〜
」

　
日
本
人
初
の
南
極
探
検
に
挑
ん
だ
秋

田
の
偉
人
白
瀬
矗（
の
ぶ
）。そ
の
業
績
を

讃
え
る
企
画「
白
瀬
日
本
南
極
探
検
隊
百

周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
３
カ
年
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
と
し
て
秋
田
県
で

は
初
め
て
の
県
民
参
加
に
よ
る
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル「
白
瀬
中
尉
物
語
〜
南
十
字
星
の

も
と
へ
〜
」が
上
演
さ
れ
ま
す
。県
内
で

は
か
つ
て
な
い
規
模
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

で
す
。ぜ
ひ
ご
観
劇
く
だ
さ
い
。

上
演
日
程

▽
平
成
24
年
１
月
22
日（
日
）

　
　
大
曲
市
民
会
館

▽
平
成
24
年
２
月
５
日（
日
）

　
　
秋
田
市
文
化
会
館

ど
ち
ら
も
開
場
13
時
、
開
演
13
時
30
分

料
金

一
般
１
０
０
０
円（
当
日
１
５
０
０
円
）

中
高
校
生
７
０
０
円（
当
日
１
０
０
０
円
）

小
学
生
５
０
０
円（
当
日
８
０
０
円
）

チ
ケ
ッ
ト
窓
口

白
瀬
南
極
探
検
隊
記
念
館
／
わ
ら
び
劇

団
／
大
曲
市
民
会
館
／
ト
ピ
コ
／
サ
ー

ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

　
　
白
瀬
日
本
南
極
探
検
隊
百
周
年

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

☎
０
１
８
４‐
38‐
４
６
７
０

　
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

人
権
擁
護
委
員
が
困
り
ご
と
な
ど
の

相
談
を
お
受
け
し
ま
す

日
時
／
場
所
　（
10
時
〜
15
時
）

12
月
４
日（
日
）　
交
流
セ
ン
タ
ー

12
月
５
日（
月
）　
大
阿
仁
出
張
所

12
月
７
日（
水
）　

　
　
　
合
川
老
人
憩
い
の
家
こ
と
ぶ
き
荘

12
月
８
日（
木
）　
四
季
美
館

　
　
生
活
課
地
域
推
進
班☎

62‐
6
6
2
8
　

　
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　

北
朝
鮮
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
関

す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、

国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
北
朝
鮮
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、そ

の
抑
圧
を
図
る
た
め
の
週
間
で
す
。

啓
発
週
間
　
12
月
10
日（
土
）〜
16
日（
金
）

　

日
本
人
拉
致
容
疑
事
案
の
情
報
を
お

持
ち
の
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。　

　
　
北
秋
田
警
察
署　
☎
62‐
１
２
４
５

　
林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

　
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
」

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、退

職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を

探
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、以
前
、林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い

た
か
わ
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
お
調

べ
し
ま
す
の
で
、最
寄
り
の
支
部
又
は
本

部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３‐
５
４
０
０‐
４
３
３
４

　
働
く
人
と
勤
め
先
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

　
を
お
手
伝
い
し
ま
す

　

秋
田
県
労
働
委
員
会
で
は
、労
働
者
個

人
と
事
業
主
間
の
労
働
条
件
な
ど
に
関

す
る
紛
争
に
つ
い
て
、解
決
の
お
手
伝
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

突
然
、会
社
か
ら
解
雇
を
言
い
渡
さ
れ

た
と
か
、労
働
条
件
の
引
き
下
げ
を
せ
ま

ら
れ
て
い
る
な
ど
労
働
関
係
の
様
々
な

ト
ラ
ブ
ル
に
対
処
し
ま
す
。

　
　
秋
田
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
１
８‐
８
６
０‐
３
２
８
４

　
石
綿
に
よ
る
病
気
に
気
づ
い
て

　
い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す

　
石
綿
に
よ
る
病
気
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、

労
災
保
険
の
補
償
又
は
特
別
遺
族
給
付
金

が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
過
去
に
石
綿
を
取
り
扱
う
仕
事
を
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▽
過
去
に
仕
事
で
石
綿
を
吸
い
込
ん
だ

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▽
息
切
れ
、
せ
き
、
胸
が
苦
し
い
な
ど

の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▽
ご
家
族
で
中
皮
腫
、
肺
が
ん
等
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
秋
田
労

働
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
秋
田
労
働
局

☎
０
１
８‐
８
６
０‐
１
２
１
６

お
知
ら
せ

問

読
書
感
想
画

コ
ン
ク
ー
ル

北
秋
田
市

読
書
感
想
文

作
品
募
集

◆
応
募
資
格

◆
応
募
区
分

◆
応
募
規
定

◆
字
数
及
び

　
用
　
　
紙

◆
応
募
先
等

◆
締 

切 

日

◆
発
　
　
表

◆
表
彰
及
び

　
表 
彰 

式

◎
お
問
い
合
わ
せ

北
秋
田
市
に
在
住
、
在
学
、
在
勤
す
る
方

読
書
感
想
文
…
▼
小
学
校
の
部
（
３
年
生
以
上
で
学
年
ご
と
）

▼
中
学
校
の
部
（
学
年
ご
と
）▼
高
校
・
一
般
の
部

読
書
感
想
画
…
▼
幼
稚
園
・
保
育
園
の
部
（
年
長
児
）

▼
小
学
校
の
部
（
１
・
２
年
生
で
学
年
ご
と
）

読
書
感
想
文
は
、
読
ん
だ
本
（
作
品
）
に
つ
い
て
の
感
想
を
綴
っ
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
教
科
書
、
雑
誌
は
対
象
外
と
し
ま
す
。
読
書
感
想

画
は
、
読
ん
だ
本
（
作
品
）
に
つ
い
て
の
感
想
を
絵
に
描
い
て
く
だ
さ

い
。
ど
ち
ら
も
、
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
１
人
１
点
と
し
ま
す
。

読
書
感
想
文
…
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
小
学

校
の
部
は
原
稿
用
紙
３
枚
以
内
と
し
、
そ
の
他
の
部
に
つ
い
て
は
５
枚

以
内
と
し
ま
す
。
な
お
、
一
行
目
に
は
題
名
、
次
の
行
に
学
校
名
・
学

年
及
び
氏
名
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

読
書
感
想
画
…
四
つ
切
版
の
画
用
紙
（
色
、
縦
・
横
は
自
由
）
を
用

い
、
素
材
は
自
由
（
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
）
と
し
ま
す
。

読
書
感
想
文
・
感
想
画
と
も
、
応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

鷹
巣
図
書
館
（
文
化
会
館
内
）
北
秋
田
市
材
木
町
２
番
３
号　

★
幼
稚
園
・
保
育
園
児
、
小
・
中
学
生
は
、
所
属
す
る
園
お
よ
び

学
校
を
通
じ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。　

★
高
校
生
、
一
般
の
方
は
、
図
書
館
と
各
公
民
館
に
も
応
募
用
紙

が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
１
月
31
日
（
火
）

所
属
す
る
学
校
や
園
を
通
じ
て
、
ま
た
一
般
の
応
募
者
に
は
直
接

通
知
す
る
と
と
も
に
、
市
の
広
報
等
で
発
表
し
ま
す
。

特
選
、
入
選
、
佳
作
に
選
ば
れ
た
方
々
に
、
賞
状
と
記
念
品
を
授

与
し
ま
す
。

表
彰
式
は
、
平
成
24
年
３
月
３
日
（
土
）
文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。

鷹
巣
図
書
館
（
文
化
会
館
内
）　
☎
62‐
３
３
１
１

平
成
23
年
度

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
ご
案
内

　

市
役
所
及
び
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
で「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
利
用

し
て
、ご
自
身
の
国
民
年
金
や
厚
生
年
金

な
ど
の
加
入
記
録
と
納
付
状
況
な
ど
が

確
認
で
き
ま
す

　

年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
期
間
や
標

準
報
酬
額
の
大
き
な
変
動
な
ど
、確
認
し

た
い
記
録
が
分
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ

て
お
り
、記
録
の「
も
れ
」や「
誤
り
」の
発

見
も
容
易
で
す
。

○
窓
口
で
申
請
す
る
場
合
必
要
な
も
の

▽
ご
自
身
の
基
礎
年
金
番
号
又
は
ね
ん

き
ん
定
期
便
等
に
記
載
の
照
会
番
号
等

の
書
か
れ
た
書
類

▽
運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
顔

写
真
付
き
証
明
で
、本
人
確
認
で
き
る
も

の（
顔
写
真
の
な
い
証
明
に
つ
い
て
は
２

種
類
以
上
必
要
）

▽
手
続
き
さ
れ
る
方
の
認
印

▽
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
と
代
理
人

の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）、代

理
人
の
認
印
が
必
要
で
す
。

○
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
受
付
時
間

　
月
曜
日
〜
金
曜
日　
９
時
〜
17
時

　
（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。）

○
受
付
窓
口

市
民
課
国
保
年
金
班　
　
☎
62‐
１
１
１
８

森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
☎
72‐
３
１
１
５

合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
☎
78‐
２
１
１
２

阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
☎
82‐
２
１
１
２

問

問問問
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秋
田
県
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
　

　「
白
瀬
中
尉
物
語
〜
南
十
字
星
の

　
も
と
へ
〜
」

　
日
本
人
初
の
南
極
探
検
に
挑
ん
だ
秋

田
の
偉
人
白
瀬
矗（
の
ぶ
）。そ
の
業
績
を

讃
え
る
企
画「
白
瀬
日
本
南
極
探
検
隊
百

周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
３
カ
年
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
と
し
て
秋
田
県
で

は
初
め
て
の
県
民
参
加
に
よ
る
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル「
白
瀬
中
尉
物
語
〜
南
十
字
星
の

も
と
へ
〜
」が
上
演
さ
れ
ま
す
。県
内
で

は
か
つ
て
な
い
規
模
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

で
す
。ぜ
ひ
ご
観
劇
く
だ
さ
い
。

上
演
日
程

▽
平
成
24
年
１
月
22
日（
日
）

　
　
大
曲
市
民
会
館

▽
平
成
24
年
２
月
５
日（
日
）

　
　
秋
田
市
文
化
会
館

ど
ち
ら
も
開
場
13
時
、
開
演
13
時
30
分

料
金

一
般
１
０
０
０
円（
当
日
１
５
０
０
円
）

中
高
校
生
７
０
０
円（
当
日
１
０
０
０
円
）

小
学
生
５
０
０
円（
当
日
８
０
０
円
）

チ
ケ
ッ
ト
窓
口

白
瀬
南
極
探
検
隊
記
念
館
／
わ
ら
び
劇

団
／
大
曲
市
民
会
館
／
ト
ピ
コ
／
サ
ー

ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

　
　
白
瀬
日
本
南
極
探
検
隊
百
周
年

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

☎
０
１
８
４‐
38‐
４
６
７
０

　
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

人
権
擁
護
委
員
が
困
り
ご
と
な
ど
の

相
談
を
お
受
け
し
ま
す

日
時
／
場
所
　（
10
時
〜
15
時
）

12
月
４
日（
日
）　
交
流
セ
ン
タ
ー

12
月
５
日（
月
）　
大
阿
仁
出
張
所

12
月
７
日（
水
）　

　
　
　
合
川
老
人
憩
い
の
家
こ
と
ぶ
き
荘

12
月
８
日（
木
）　
四
季
美
館

　
　
生
活
課
地
域
推
進
班☎

62‐
6
6
2
8
　

　
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　

北
朝
鮮
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
関

す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、

国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
北
朝
鮮
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、そ

の
抑
圧
を
図
る
た
め
の
週
間
で
す
。

啓
発
週
間
　
12
月
10
日（
土
）〜
16
日（
金
）

　

日
本
人
拉
致
容
疑
事
案
の
情
報
を
お

持
ち
の
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。　

　
　
北
秋
田
警
察
署　
☎
62‐
１
２
４
５

　
林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

　
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
」

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、退

職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を

探
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、以
前
、林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い

た
か
わ
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
お
調

べ
し
ま
す
の
で
、最
寄
り
の
支
部
又
は
本

部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３‐
５
４
０
０‐
４
３
３
４

　
働
く
人
と
勤
め
先
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

　
を
お
手
伝
い
し
ま
す

　

秋
田
県
労
働
委
員
会
で
は
、労
働
者
個

人
と
事
業
主
間
の
労
働
条
件
な
ど
に
関

す
る
紛
争
に
つ
い
て
、解
決
の
お
手
伝
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

突
然
、会
社
か
ら
解
雇
を
言
い
渡
さ
れ

た
と
か
、労
働
条
件
の
引
き
下
げ
を
せ
ま

ら
れ
て
い
る
な
ど
労
働
関
係
の
様
々
な

ト
ラ
ブ
ル
に
対
処
し
ま
す
。

　
　
秋
田
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
１
８‐
８
６
０‐
３
２
８
４

　
石
綿
に
よ
る
病
気
に
気
づ
い
て

　
い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す

　
石
綿
に
よ
る
病
気
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、

労
災
保
険
の
補
償
又
は
特
別
遺
族
給
付
金

が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
過
去
に
石
綿
を
取
り
扱
う
仕
事
を
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▽
過
去
に
仕
事
で
石
綿
を
吸
い
込
ん
だ

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▽
息
切
れ
、
せ
き
、
胸
が
苦
し
い
な
ど

の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▽
ご
家
族
で
中
皮
腫
、
肺
が
ん
等
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
秋
田
労

働
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
秋
田
労
働
局

☎
０
１
８‐
８
６
０‐
１
２
１
６

問

【個人住民税の特別徴収とは】
　給与支払者が住民税の源泉徴収と同様に、毎月
従業員に支払う給与から住民税（市町村民税＋県
民税）を徴収（天引き）し、納税義務者である各
従業員に代わって、一括して市町村に納入してい
ただく制度です。
【納税の負担感が激減します】
　特別徴収にすると従業員一人一人が金融機関に
納めに行くなどの手間が無くなり、１年分の納税
額を 12回に分けるので、普通徴収（年４回）で納
めるより、１回あたりの納税額が少なくなります。
【原則は特別徴収】
　地方税法及び各市町村の条例により、給与を支
払う事業主は原則として、すべて特別徴収義務者
として住民税を特別徴収していただくことになっ
ています。
　　秋田県総務部税務課　☎018‐860‐1153
　　北秋田市税務課　☎62‐1116

　まだ実施されていない事業主の方は、各従業員
の住所地の市町村税務課に連絡のうえ、従業員の
住民税の特別徴収を行っていだだくようお願いし
ます。

《事業主の方に行ってもらうことは》
主に下記の３つです。
○毎月の給与から市町村が通知した税額を徴収。
○徴収額を徴収した翌月の 10日まで納入。
○従業員の就職・退職があれば市町村に連絡。

　特別徴収事務は、所得税のように税額の計算や
年末調整などを行う手間はかからず、難しいもの
ではありません。
　納税者の利便性向上のため、設けられている制
度ですので、ご理解と特別徴収の実施をお願いし
ます。

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
ご
案
内

　

市
役
所
及
び
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
で「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
利
用

し
て
、ご
自
身
の
国
民
年
金
や
厚
生
年
金

な
ど
の
加
入
記
録
と
納
付
状
況
な
ど
が

確
認
で
き
ま
す

　

年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
期
間
や
標

準
報
酬
額
の
大
き
な
変
動
な
ど
、確
認
し

た
い
記
録
が
分
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ

て
お
り
、記
録
の「
も
れ
」や「
誤
り
」の
発

見
も
容
易
で
す
。

○
窓
口
で
申
請
す
る
場
合
必
要
な
も
の

▽
ご
自
身
の
基
礎
年
金
番
号
又
は
ね
ん

き
ん
定
期
便
等
に
記
載
の
照
会
番
号
等

の
書
か
れ
た
書
類

▽
運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
顔

写
真
付
き
証
明
で
、本
人
確
認
で
き
る
も

の（
顔
写
真
の
な
い
証
明
に
つ
い
て
は
２

種
類
以
上
必
要
）

▽
手
続
き
さ
れ
る
方
の
認
印

▽
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
と
代
理
人

の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）、代

理
人
の
認
印
が
必
要
で
す
。

○
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
受
付
時
間

　
月
曜
日
〜
金
曜
日　
９
時
〜
17
時

　
（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。）

○
受
付
窓
口

市
民
課
国
保
年
金
班　
　
☎
62‐
１
１
１
８

森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
☎
72‐
３
１
１
５

合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
☎
78‐
２
１
１
２

阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
☎
82‐
２
１
１
２

問

従業員の個人住民税の特別徴収を
実施していない事業主の方へ

秋田県は市町村と共同で個人住民税の特別徴収を推進しています秋田県は市町村と共同で個人住民税の特別徴収を推進しています秋田県は市町村と共同で個人住民税の特別徴収を推進しています
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医
学
の
発
展
や
医
療
従
事
者
を
育
て

　
る
た
め
に
「
献
体
」
へ
ご
協
力
を

　
秋
田
大
学
医
学
部
で
は
、
自
分
の
遺
体

を
無
条
件
、
無
報
酬
で
提
供
し
て
く
だ
さ

る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
献
体
は
、「
自
分
の
遺
体
を
医
学
教

育
と
研
究
の
た
め
に
役
立
て
た
い
」
と
こ

こ
ろ
ざ
し
た
方
が
生
前
登
録
し
、
遺
族
の

方
か
ら
ご
遺
体
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

　
登
録
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
秋
田
大
学
医
学
部
白
菊
会

☎
０
１
８‐
８
８
４‐
６
０
３
０

　
秋
田
県
司
法
書
士
会
無
料
相
談
会

日
時

平
成
23
年
12
月
21
日（
水
）14
時
〜
16
時

平
成
24
年
１
月
18
日（
水
）14
時
〜
16
時

平
成
24
年
２
月
15
日（
水
）14
時
〜
16
時

平
成
24
年
３
月
21
日（
水
）14
時
〜
16
時

場
所　

大
館
市
北
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー（
旧
サ
ン
ク
レ
ア
大
館
）

相
談
内
容　

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の
登

記
、多
重
債
務
、成
年
後
見
等

申
込　

事
前
に
電
話
に
よ
る
予
約
が
必

要
で
す
。

予
約
専
用
電
話　
☎
０
１
８‐
８
２
４‐
０
０
５
５

※
毎
月
先
着
順
に
８
件
ま
で

　
　
秋
田
県
司
法
書
士
会

☎
０
１
８‐
８
２
４‐
０
１
８
７

　
個
人
債
務
者
の
私
的
整
理
に

　
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
債
務

の
返
済
が
で
き
な
く
な
っ
た
個
人
の
方
、

又
は
近
い
将
来
返
済
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
確
実
と
見
込
ま
れ
る
個
人
の
方
の

私
的
整
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

適
用
が
、
平
成
23
年
８
月
22
日
か
ら
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
、
ご
相
談
は
お
取
引
金
融
機
関

か
、
次
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。

一
般
社
団
法
人
「
個
人
版
私
的
整
理
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
運
営
委
員
会
」

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
平
日
９
時
〜
17
時
）

☎
0
1
2
0
‐
3
8
0
‐
8
8
3

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
多
重
債
務
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　
秋
田
財
務
事
務
所
で
は
、
自
ら
の
収
入

で
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、

お
悩
み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　
相
談
者
が
抱
え
る
借
金
の
状
況
を
お
聞

き
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
弁
護
士

・
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ
を

行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

相
談
窓
口　
秋
田
財
務
事
務
所
理
財
課

受
付
時
間　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

☎
０
１
８-

８
６
２‐

４
１
９
６
（
専
用
）

お
知
ら
せ

問 問

　市では、入札参加資格審査（業者登録申請）の中間年申請の受付を行います。業者登録申請を行う方は、各
要領（建設工事、測量・コンサル等、物品調達及び役務提供等）の内容を確認のうえ、申請を行ってください。
　提出書類（北秋田市様式、各申請書の作成のしかた、添付書類）については、12 月１日から市ホーム
ページからダウンロードができます。
１．提出書類　書類は、すべて北秋田市様式により提出してください。
　○建設工事　○測量・建設コンサル等　○物品調達及び役務提供等
　※ほ装工事についてはＡとＢの二つの等級区分を設けて格付け審査を行います。
　※林業関係、浄化槽保守点検業務の申請は、これまでどおり物品調達及び役務提供等での申請となります。
　※市内に主たる営業所を有する方については、板金工事と屋根工事の工種についての登録を受付けます。
２．受付期間　平成 24年１月 23日（月）から２月 29日（水）まで　※土日祝日を除く
３．有効期間　平成 24年４月１日から平成 25年３月 31日まで（中間年の申請は１年間とします）
４．提出方法
▽持参・郵送どちらでも可（期限必着）
　受付印を必要とする場合は、受付受領用紙（任意）と切手を貼った返信用封筒、又は受付受領用ハガキを
同封してください 
▽ひも綴り提出（ファイル不可）
　建設・コンサル・物品役務毎にひもで綴り、郵送の場合にはＡ４封筒に入れて送付してください。
５．申請受付場所及び問い合わせ先　
　〒018-3392　北秋田市花園町 19番１号　財政課財政班　☎62-6607

平成24年度（中間年）入札参加資格審査のお知らせ
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市
で
は
、
降
雪
時
の
『
安
全
で
円

滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
』
た
め
、

適
切
な
除
雪
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
効
率
よ
く
安
全
な
除
雪
作
業
を
実

施
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
点
に
ご

理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

◆市道・雪捨て場
　建設課管理班（森吉庁舎内）　☎72‐3116
◆国道７号
　国土交通省能代河川国道事務所
　大館国道出張所☎0186‐49‐0321
◆国道１０５・２８５号、県道
　北秋田地域振興局建設部　☎62‐1834
※雪捨て場（市内）の案内図については、
　市ホームページをご利用ください

◆
路
上
駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い
！
　

　
路
上
駐
車
部
分
の
除
雪
が
で
き
ず
に
、
道
幅

が
せ
ま
く
な
り
ま
す
。
交
通
渋
滞
や
事
故
の
原

因
と
な
る
ほ
か
、
除
雪
作
業
が
遅
れ
る
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
深
夜
、
早
朝
の
作
業
に
ご
理
解
願
い
ま
す
！

　
除
雪
作
業
は
、
交
通
量
の
少
な
い
深
夜
か

ら
早
朝
に
か
け
て
行
う
た
め
、
除
雪
車
の
エ

ン
ジ
ン
音
や
振
動
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
快
適
で
安
全
な
通
勤
・
通
学
路
確
保

の
た
め
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

◆
道
路
に
置
い
て
あ
る
も
の
は
撤
去

　
し
て
く
だ
さ
い
！

　
歩
道
な
ど
へ
乗
入
れ
る
た
め
の
『
歩
み

板
』
や
道
路
に
置
い
て
あ
る
物
は
、
除
雪
車

が
引
っ
か
け
て
周
囲
の
物
を
壊
し
て
し
ま
う

原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
撤

去
し
て
く
だ
さ
い
。

　雪捨て場については、①前山川左岸前山橋下流（鷹
巣）②阿仁川右岸八幡橋上流（森吉）は、災害復旧工
事のため今シーズンは使用できません。
①の代替箇所はありませんが、②は阿仁川右岸小又大
橋下流が代替箇所になります。また、阿仁川左岸本
城地区（森吉）は左岸米内沢橋下流に変更になりま
す。その他は昨年と同様、河川管理者の許可を得て
います。詳細については建設課に問い合わせるか、
市ホームページをご覧ください。

◆
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
！

　
道
路
に
雪
を
捨
て
ら
れ
る
と
、
交
通
の
支
障

と
な
り
事
故
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
大
変

危
険
で
す
。
絶
対
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
市
指
定
の
雪
捨
て
場
を
利
用
し
て
排
雪
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
自
宅
前
は
自
分
で
除
雪
し
て
く
だ
さ
い
！

　
除
雪
車
が
通
っ
た
後
は
ど
う
し
て
も
雪
が

残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
通
勤
や
通
学
時
間
帯

ま
で
に
交
通
確
保
す
る
た
め
、
沿
道
一
軒
一

軒
の
出
入
り
口
除
雪
や
各
家
庭
の
時
間
帯
に

合
わ
せ
た
作
業
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
お
年
寄
り
世
帯
等
の
除
雪
に
つ
い
て

は
、
近
隣
で
の
ご
協
力
に
よ
る
除
雪
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
雪
捨
て
で
上
げ
た
側
溝
の
ふ
た
は

　
作
業
後
す
ぐ
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
！

　
歩
行
者
の
転
落
や
、
車
が
脱
輪
し
て
し
ま

う
な
ど
の
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
す

ぐ
に
元
ど
お
り
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
沿
線
の
空
き
地
、
田
畑
の
利
用
に

　
協
力
く
だ
さ
い
！

　
道
路
沿
い
の
空
き
地
や
田
畑
に
雪
を
押
し

出
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お問い合わせ

　シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付金を給付して
います。詳しくはお問い合わせ先にご連絡ください。
対象者　旧ソ連邦又はモンゴル国の地域における戦後抑留
者で、平成22年６月16日に日本国籍を有するご存命の方
請求期間　平成24年３月31日
　　独立行政法人平和祈念事業特別基金　☎0570‐059‐204
　　福祉課地域福祉班　☎62‐8001

　北秋田市・上小阿仁村地区を担当する戦没
者遺族相談員が決定しました。恩給・援護等戦
没者遺族に関するご相談がありましたら、お
気軽にご連絡ください。
氏名　高橋　久雄（ひさお）／☎78‐3291
住所　北秋田市八幡岱
任期　平成 25年９月 30日まで
　　福祉課地域福祉班　☎62‐8001問

問

問

戦後強制抑留者の皆様へ戦後強制抑留者の皆様へ戦没者遺族相談員
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は
つ
ら
つ
高
齢
者
輝
き
県
民
会
議

　
高
齢
者
元
気
日
本
一
の
集
い

　
「
日
本
一
高
齢
者
が
元
気
な
秋
田
」を

目
指
し
、県
民
一
人
一
人
の
理
解
と
実

践
で
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る

県
民
運
動
の
一
環
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
12
月
13
日
（
火
）

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

会
場　
交
流
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム

○
は
つ
ら
つ
高
齢
者
輝
き
一
〇
〇
選

　
表
彰
式・
受
賞
者
に
よ
る
発
表

○
講
演「
目
標
を
も
っ
て
、あ
き
ら
め
ず
、

　
　
　
こ
れ
か
ら
が
人
生
本
番
！
」

　
講
師　
シ
ニ
ア
元
気
笑
学
校

　
　
　
　
校
長　
渡
辺
源
治　
氏

○
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

　
　
秋
田
県
企
画
振
興
部
総
合
政
策
課

☎
０
１
８‐
８
６
０‐
１
２
１
６

　
企
業
在
職
者
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

Ａ
u
t
o  

C
A
D  

Ｌ
Ｔ
基
礎
講
習

期
日　
12
月
19
日（
月
）、20
日（
火
）

場
所　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校　

時
間　
９
時
20
分
〜
16
時

定
員　
10
人（
先
着
順
）

内
容　

基
本
操
作
か
ら
簡
単
な
図
面
作

製
ま
で
を
修
得
す
る

テ
キ
ス
ト
代　

２
５
２
０
円

申
込
締
切　
12
月
12
日（
月
）

対
象
者　

企
業
在
職
者
で
文
字
入
力
が

で
き
る
方

　
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
84‐
８
３
５
１

　
で
ま
え「
わ
く
わ
く
美
術
展
」

　

で
ま
え「
わ
く
わ
く
美
術
展
」は
、秋

田
県
特
別
支
援
学
校
と
特
別
支
援
学
級

の
児
童
や
生
徒
が
制
作
し
た
作
品
の
美

術
展
を
、県
内
各
地
に「
で
ま
え
」と
い

う
形
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
日　
12
月
10
日（
土
）〜
12
月
14
日（
水
）

時
間　

10
時
〜
23
時（
最
終
日
は
16
時
）

場
所　
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
大
館
店

展
示
内
容　

わ
く
わ
く
美
術
展
作
品
の
一
部

　
　
県
立
比
内
養
護
学
校

☎
０
１
８
６‐44‐
６
８
０
０

　
地
方
自
治
法
施
行
60
周
年
記
念
貨
幣

　
地
方
自
治
法
施
行
60
周
年
記
念
貨
幣

（
47
都
道
府
県
ご
と
の
図
柄
）
の
う
ち
、

秋
田
県
の
五
百
円
貨
幣
の
発
行
枚
数
が

決
定
し
ま
し
た
。

発
行
枚
数　

１
７
４
万
枚

（
う
ち
、１
５
２
万
４
千
枚
を
金
融
機
関

の
窓
口
等
で
額
面
価
格
に
よ
り
引
換
え

し
ま
す
）

引
換
時
期　
平
成
24
年
１
月
を
予
定

　
　
秋
田
財
務
事
務
所
総
務
課

☎
０
１
８‐
８
６
２‐
４
１
９
１

　
　
　

問

お
知
ら
せ

問問

問

問申問

秋田内陸線情報秋田内陸線情報秋田内陸線情報

秋田内陸縦貫鉄道㈱　☎82-3231

　秋田内陸線では、貸切列車の運行を承っております。
　これまでも、同窓会、子ども会、講談会、グループ旅行
など多くのご利用をいただいております。貸切できる
車両は、普通車両、お座敷車両、急行用車両、展望車両か
らお選びいただけます。お食事・お飲み物は持ち込み自
由ですが、お弁当の手配も受け付けております。町内会
や社員旅行など、貸切列車で一味違ったご旅行はいか
がでしょうか。
【貸切料金】
▽普通車両　（片道40,000円・往復60,000円）定員60名
▽お座敷車両（片道45,000円・往復65,000円）定員40名
▽急行用車両（片道45,000円・往復65,000円）定員54名
▽展望車両　（片道50,000円・往復70,000円）定員43名
【申し込み期限】乗車日の２週間前まで

●経済センサス・活動調査とは
　全ての企業・事業所を対象に全産業分野の経
済活動を同一時点で網羅的に把握する我が国唯
一の調査です。
　調査の結果は、国の各種行政施策をはじめ、
地域の産業振興や商店街の活性化などの地域行
政のための基礎資料として利活用されます。
●調査票の配布
　支社等のない事業所等には、調査員が直接伺
い、調査票をお配りします。
　支社等を有する企業には、
国、都道府県及び市が民間事
業者を通じて本社等に調査票
を郵送します。
　調査票は、平成 24 年１月
末日までにお届けしますの
で、２月１日以降に提出して
ください。
　　総合政策課政策班　☎62-6606

平成24年経済センサス・活動調査
を実施します
平成24年経済センサス・活動調査
を実施します

経済センサス
キャラクター

内陸線貸切列車のご案内内陸線貸切列車のご案内

（竿灯と白瀬矗）

裏面
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①南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13-2
　簡易耐火２階建　２ＤＫ　浴槽・風呂釜なし
　（２戸募集）
　月額　10,100円～16,000円
②高野尻団地･･･綴子字高野尻90-2
　木造平屋１戸建　２ＬＤＫ
　月額　20,900円～41,000円
③林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89-1★
　木造平屋１戸建　３ＤＫ　浴槽・風呂釜なし
　月額　9,600円～18,800円
④上杉団地･･･上杉字上屋布岱61-47★
　木造平屋１戸建　４ＬＤＫ
　月額　42,000円～73,000円
⑤三両団地･･･阿仁水無字寺後１-５★
　木造平屋１戸建　３ＤＫ
　月額　10,500円～20,600円
⑥東裏簡二団地･･･阿仁水無字畑町東裏49-1
　簡易耐火２階建　２ＤＫ　浴槽なし
　月額　10,500円～20,700円
⑦サンコーポラスなかたい住宅
　　　　　　　　　･･･鷹巣字東中岱51-1
　鉄筋コンクリート造５階建　３ＤＫ
　月額　43,100円　共益費　800円
　駐車場使用料　3,000円（希望者のみ）
　〔募集戸数〕　各階１戸
※★印の住宅は単身入居できません
【敷金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金）
【入居資格】
・収入基準を満たすこと
・住宅に困窮していることが明らかなこと
・公租公課を滞納していないこと
【受付期間】　12月１日（木）～12日（月）土日除く
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／
合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

市営住宅
入居者募集

【現地案内の日時】
　日時　12月６日（火）又は７日（水）
　▽阿仁地区11:00～　▽鷹巣地区13:30～
　▽合川地区15:30～
※案内日の前日までに電話等でお申込ください
※希望される住宅所在地の庁舎のホールまで、
　上記日時にお集まりください

問 都市計画課建築住宅班　☎72-5246

平成24年度平成24年度平成24年度平成24年度

保 育 園保 育 園
鷹巣地区
　鷹巣中央保育園
　鷹巣東保育園
　（私）南鷹巣保育園
　（私）七日市保育園
　（私）綴子保育園
合川地区
　あいかわ保育園
森吉地区
　米内沢保育園
　前田保育園
阿仁地区
　阿仁合保育園
　大阿仁保育園
へき地保育園
　浦田保育園※
　※浦田保育園は浦田地区に住所のある方のみ入所できます

大町2-30
栄字太田新田43-2
脇神字高村岱140
七日市字石倉岱18
綴子字大堤26-1

李岱字下豊田１

米内沢字御嶽84-1
阿仁前田字下川端101-1

阿仁銀山字上新町71-1
阿仁幸屋渡字前野7-19

浦田字上岱２

☎62-2630
☎62-2254
☎62-1140
☎66-2054
☎62-0786

☎78-9030

☎72-4020
☎75-2316

☎82-3113
☎84-2109

☎73-2131

幼 稚 園幼 稚 園
　たかのす幼稚園 坊沢字善千鳥坂17 ☎62-2613
鷹巣地区

■対象となるお子さん　おおむね生後３カ月から５歳ま
でで、両親が共働きなどの事情で家庭で保育できないお
子さんです
■受付期間　12月１日（木）～12月 16 日（金）
■申込窓口　福祉課こども福祉班、各総合窓口センター、
各保育園（入園申込書は各窓口に備え付けています）
※他の市町村の保育園に入園を希望する場合は、福祉課こども福
祉班へ申込みください
■入園について　入園の可否については、先着順ではな
く申込期間内に受付したものを取りまとめ、審査の上決
定します。期間を過ぎた申込は希望に添えない場合があ
ります
　　福祉課こども福祉班☎62-6638 ／合川総合窓口セ
ンター☎78-2112 ／森吉総合窓口センター☎72-3115
／阿仁総合窓口センター☎82-2112

問

■募集人数　35人
■募集区分　４歳児（平成19年４月２日から平成20年
４月１日までの出生児）※５歳児も合わせて募集します
■受付期間　12月１日（木）～12月20日（火）
■申込方法　所定の書類に記入の上、たかのす幼稚園
に提出してください（所定の書類は幼稚園及び市教育委員会
総務課に備え付けています）
■選考方法　(イ)書類選考（ロ)面接選考（ハ)身体検査
などの方法により、平成24年２月下旬までに入園決定
を保護者に通知します
　　たかのす幼稚園　☎62-2613問
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市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
10
月
》

▽
慶
弔
費
１
万
３
５
２
８
円（
３
件
）

▽
会　
費
７
万
７
５
０
０
円（
９
件
）

▽
そ
の
他　
　

２
８
５
０
円（
１
件
）

▽
合　
計
９
万
３
８
７
８
円（
13
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す

　
入
札
結
果
の
公
表《
10
月
》

　
《
２
５
０
万
以
上
の
契
約
状
況
》

▼
面
整
備
工
事（
鷹
巣
処
理
区 

そ
の
３
）

／
３
６
７
５
万
円
／
秋
田
機
械
建
設
㈱
▼

ひ
ま
わ
り
陶
芸
ハ
ウ
ス
屋
根
等
改
築
工
事

／
３
１
７
万
７
３
０
０
円
／
㈲
武
石
工
務

店
▼
東
裏
簡
二
団
地
物
置
等
改
修
工
事
／

５
５
８
万
１
８
０
０
円
／
菊
地
工
務
店
▼

中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
フ
ェ
ン
ス
改
修

工
事
／
６
３
５
万
２
５
０
０
円
／
齊
藤
住

建
▼
米
内
沢
小
プ
ー
ル
建
設
工
事
／
７
７

１
７
万
５
０
０
０
円
／
秋
田
土
建
㈱
▼
舗

装
復
旧
工
事（
鷹
巣
処
理
区 
そ
の
１
）／

５
０
９
万
２
５
０
０
円
／
朝
日
建
設
㈱
▼

舗
装
復
旧
工
事（
鷹
巣
処
理
区 

そ
の
２
）

／
７
９
８
万
円
／
㈲
丸
栄
建
設
▼
鷹
巣
中

浄
化
槽
撤
去
工
事
／
２
７
０
万
９
０
０
０

円
／
㈲
千
葉
建
設
▼
芹
沢
農
道
等
工
事
／

４
０
２
万
１
５
０
０
円
／
㈲
工
藤
設
備
工

業
所
▼
旧
根
子
児
童
館
床
下
補
強
工
事
／

３
０
１
万
７
７
０
０
円
／
片
岡
建
設
▼
ク

ウ
ィ
ン
ス
森
吉
改
修
工
事
／
３
０
４
５
万

円
／
㈲
米
広
組
▼
市
営
住
宅
屋
根
ト
タ
ン

元
阿
仁
町
長

元
阿
仁
町
長
の
近

藤
竹
雄
氏
が
11
月

２
日
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。享
年
85
歳
。

　
近
藤
氏
は
、
昭

和
38
年
阿
仁
町
議
会
議
員
に
初
当
選

し
、
昭
和
56
年
ま
で
の
18
年
間
、
阿
仁

町
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
そ
の
間
の

昭
和
42
年
か
ら
昭
和
56
年
ま
で
は
議
会

議
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
56

年
に
は
阿
仁
町
長
に
当
選
し
、
２
期
町

長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
町
政
発
展
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 近

藤
竹
雄
氏
が
逝
去

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

曜
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

電話番号
62－7001
63－0515
63－0105
62－2261
62－1146
62－1155
62－1400
69－5300
62－7001
63－2700
69－7311
78－3161
72－4501
62－1101
60－1055
62－2261
62－7001
63－2700
63－0515
82－2351
62－1400
78－3161
62－7001
62－1155
60－1055
62－1146
62－7001
62－1101
69－7311
63－0105
62－7001

医 療 機 関 名
北 秋 田 市 民 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
佐々木産婦人科医院
津 谷 内 科
奈 良 医 院
近 藤 医 院
石川耳鼻咽喉科医院
毛利整形外科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
たむら内科クリニック
児玉内科クリニック
国民健康保険合川診療所
米 内 沢 診 療 所
盛 岡 外 科 医 院
うえ だ クリニック
津 谷 内 科
北 秋 田 市 民 病 院
たむら内科クリニック
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
阿 仁 診 療 所
石川耳鼻咽喉科医院
国民健康保険合川診療所
北 秋 田 市 民 病 院
近 藤 医 院
うえ だ クリニック
奈 良 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
盛 岡 外 科 医 院
児玉内科クリニック
佐々木産婦人科医院
北 秋 田 市 民 病 院

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。

夜間当番医（　　　）日程表夜間
診療

（診療時間18：３０～21：００）

の納期限税
固 定 資 産 税　第４期

12月26日まで

お
知
ら
せ

北秋田市民病院

▼休診日（眼科）
　休診＝12月 27 日（火）　

▼診療日の変更（精神科）
　火・水・金 から 水・木・金
　に変更

◎土曜、日曜、祝祭日は全科休診

☎62ｰ7001

◎休診や診療変更となる場合も
　あります（☎は 24時間受付）

12
月
の
休
館
日

■
鷹
巣
図
書
館 

☎
62ｰ

３
３
１
１

■
森
吉
図
書
館 

☎
72ｰ

３
１
９
２

両
館
と
も（
７
、14
、18
、21
、23
、28
〜
31
日
）

■
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル 

☎
78ｰ

９
２
９
０

（
３
、４
、10
、11
、17
、18
、23
、24
、25
、29
、30
、31
日
）

■
ひ
ま
わ
り
の
家 
☎
78ｰ

４
０
２
５

（
５
日
、12
日
、19
日
、26
日
）

国民健康保険税　第６期

葺
替
工
事（
長
野
岱
団
地
53
住
宅
）／
４
２

９
万
９
７
５
０
円
／
㈲
長
崎
板
金
工
業
▼

米
内
沢
診
療
所
増
改
修
工
事
／
１
億
７
９

５
５
万
円
／
秋
田
土
建
㈱

　
「
青
葉
荘
」休
館
の
お
知
ら
せ

　
施
設
及
び
設
備
の
老
朽
化
等
に
よ
り
、老
人

憩
い
の
家「
青
葉
荘
」を
冬
期
間
休
館
し
ま
す
。

期
間　
12
月
１
日
〜
３
月
31
日

　
　
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
班　

　
☎
62‐
６
６
３
９

問
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人口と世帯数

※10月31日現在住民基本台帳による

総人口　36,645人（24人減）
　男　　17,178人（13人減）
　女　　19,467人（11人減）
出　生　19人　転　入　57人
死　亡　51人　転　出　49人
世帯数  14,496 世帯（10世帯減）

前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う

   

ご
ざ
い
ま
す

九

嶋

麗

央

堀

部

佑

樹

中

嶋

星

来

松

橋

奏

太

細

田

來

玖

栁

谷

那

知

藤

本
　

穂

津

谷

昭

壱

富

樫

佐

彩

柏

木

一

晃

三

澤

柚

珠

金

田

紅

花

白
渡
の
ど
か

佐
々
木
心
愛

石

澤

一

颯

齋

藤

璃

乃

工

藤

咲

姫

昭

和

葛

黒

舟
見
町

堂
ヶ
岱

新
田
中

あ
け
ぼ
の
町

宮
前
町

深

関

東
中
岱

舟

場

東
中
岱

松
ヶ
丘

合

川

木
戸
石

新
田
目

新
田
目

米
内
沢
駅
前

長
男

二
男

長
男

二
男

二
男

二
男

長
女

長
男

長
女

二
男

長
女

二
女

二
女

三
女

長
男

長
女

長
女

嘉
寿
也

智
哉修泰

三
純
也

良
徳

貞
信

亮
太仁昌

晃
大
樹

光
明

恭
兵

健
太

幸
樹

優
樹

英
明

美
樹

智
子

祐
子

繭
子

亜
由
美

紗
耶
子

孝
子彩

真
由
美

真
紀

麻
衣
子

由
佳

わ
か
な

麻
衣塁

紗
弥
嘉

真
貴
子

ち
ゃ
ん
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ゃ
ん
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ゃ
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ゃ
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ゃ
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ゃ
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ゃ
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ゃ
ん

ち
ゃ
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ち
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ち
ゃ
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ゃ
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ゃ
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ち
ゃ
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ち
ゃ
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ち
ゃ
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ち
ゃ
ん
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）））））））））））））））））
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よ
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〜
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さ
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ん

さ
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ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

山

形

鐡

美

佐

藤

サ

ワ

大

川
　

進

三
沢
清
四
郎

金

田

チ

ヤ

花

田

三

郎

中

嶋

和

七

大
川
美
代
治

小

塚
　

清

久
留
嶋
豊
治

村

上

ヤ

ス

成

田

光

雄

河
田
キ
ミ
ヱ

佐
藤
十
四
夫

永
井
新
一
郎

伊

藤
　

武

佐

藤

光

義

寺

田

忠

治

松

岡

久

悦

畠

山
　

明

村

上

ス

ヱ

澤

藤

リ

ツ

工

藤

靖

浩

工

藤
　

毅

杉

渕

ナ

ヨ

小

田

慶

一

吉
田
ナ
ミ
ヱ

髙
橋
與
一
郎

藤
峰
イ
サ
子

松

橋

キ

ミ

吉

田
　

德

阿

部
　

雄

成

田

德

郎

柴

田

ミ

サ

森

澤

イ

ツ

山

本

孝

允

木

村

有

秀

佐

藤

光

雄

松
前
谷
秀
明

佐

藤

カ

チ

庄
司
キ
ミ
ヱ

新
林
タ
マ
ヱ

鈴

木

ハ

ツ

鈴

木

秀

一

櫻
田
ヨ
シ
ヱ

近

藤

竹

雄

越
前
谷
範
彦

片

岡

武

雄

鈴

木

勝

弥

西

根

フ

ミ

鈴
木　

キ
ヱ

太
田
屋
敷
後

妹
尾
館

綴
子
下
町

大

堤

米
代
町

舟

場

鷹
巣
大
町

前

野

堂
ヶ
岱

岩

脇

掛

泥

舟
見
町

細

田

小

森

坊
沢
上
町

新
舟
見
町

小

森

街
道
町

今

泉

舟

場

掛

泥

木
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28広報きたあきた　２３．12．１

年末年始のご案内（市役所・各施設等）
　市役所・各窓口センターでの各種証明書等の年内の交付手続きは、１２月２８日（水）まで
に済まされるようお願いします。「　」は休みの日です。それ以外は平常業務となります。

１２月
28日
（水）

29日
（木）

30日
（金）

31日
（土）

1日
（日）

2日
（月）

3日
（火）

１月
4日
（水）

大 太 鼓
叩き初め

施設の名称等

30日は午後休診

大人往復券
こども往復券

1,600円
　850円

1,300円
　700円

 ゴンドラ料金 一般 市民

ゴンドラで直行する
「神秘の世界」
ゴンドラで直行する
「神秘の世界」

森吉山の樹氷

（問）阿仁スキー場　☎８２－３３１１
ホームページ　www.aniski.jp

（問）阿仁スキー場　☎８２－３３１１
ホームページ　www.aniski.jp

■樹氷総合案内所
　開設期間　１月７日（土）～３月11日（日）

ゴンドラ・リフト
１日券 （おとな）

（こども）
前売ゴンドラ券（1日券引換券５枚）

一般 市民
3,400円
2,400円

2,600円
1,800円
10,000円

無　休（営業時間等は各施設へお問い合わせください）
無　休

市役所／分庁舎／各地区総合窓口センター
中央公民館／合川公民館／森吉公民館／阿仁公民館／
各地区公民館／文化会館／鷹巣図書館／森吉図書館／
みちのく子供風土館／交流センター／浜辺の歌音楽館
各地区体育館／市民プール／阿仁異人館・伝承館
北秋田市民病院
大太鼓の館
四季美館
湯の岱温泉
クリーンリサイクルセンター
鷹巣斎場／清幸苑
鷹巣埋立地最終処分場
長下処分場
し尿の汲み取り（年内収集の申込みは20日まで）
ひまわりの家
クウィンス森吉／森吉山荘／打当温泉マタギの湯

■営業時間
8:30～16:00

■ゴンドラ運行時間
9:00～16:00（下り最終15:30）




